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在
8
中
国
人
社
会
の
変
容

神
戸
華
僑
を
中
心
と
し
て

は
じ
め
に

(1
)
 

近
年
、
日
本
以
外
の
国

・
地
域
で
は
「
華
僑
」
と
い
う
言
葉
は

「
華
人
」
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
す
で
に
「
死
語
」
と

な
っ
た
と
さ
え
い
う
人
も
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
に
始
ま

っ
た
華
僑
社
会
に
お
け
る
、
華
僑
か
ら
華
人
へ

の
歴
史
的
な
変
動
に
対
す
る
‘
―
つ
の
総
括
だ
と
い
え
る
。
か
つ
て

全
世
界
の
華
僑
の
七
五
％
以
上
が
居
住
し
て
い
た
東
南
ア

ジ
ア
諸
国

で
は
、
今
日
中
国
系
人
の
う
ち
、
華
僑
は
わ
ず
か
一
七
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
華
人
は
す
で
に
八
三
％
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
だ
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
「
華
僑
」
な
ら
分
か
る
が
「
華
人
」
で
は
分
か
ら
な

い
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

言
葉
と
し
て
ま
だ
社
会
的
に
定
着
し
て
い

な
い
の
が
、
日
本
社
会
の
現
状
で
あ
る
。

は
た
し
て
在
日
華
僑
は
世
界
的
な
流
れ
と
違

っ
て
半
世
紀
を
経
て

過

放

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
博
士
課
程

も
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
日
本
に
は
「
華

人
」
が
存
在
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
は
ノ
ー
で
あ
る
。
筆
者
は

こ
れ
ま
で
の
論
文
の
な
か
で
婚
姻
、
社
会
生
活
、
帰
属
意
識
の
問
題

を
中
心
に
在
日
華
僑
社
会
の
変
化
を
考
察

•

分
析
し
て
き
た

。

本
稿

(5
)
 

は
、
主
と
し
て
神
戸
華
僑
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て
、

在
日
華
僑
社
会
を
、
動
態
的
視
点
か
ら
捉
え
、
華
僑
か
ら
華
人
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
世
代
交
替
に
注
目
し
、
華

僑
社
会
の
構
造
的
変
化
を
明
ら
か
に
し
、
在
日
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
変
容
を
究
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
実
際
、
在

日
華
僑
は
、
い
ま
華
僑
社
会
と
帰
属
意
識
を
み
ず
か
ら
再
構
築
す
る

大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
て
い
る
。
と
く
に
華
僑
の
若
者
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ

っ
て
‘
こ
れ
か
ら
の
華
僑
社
会
の
行
方
は
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
日
本
社
会
で
は
、
数
多
く
の
華

人
が
存
在
し
な
が
ら
も
、
華
人
の
存
在
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
華
人
が
互
い
に
交
流
し
、
団
体
を
作
る
よ
う
な
「
華
人
社
会
」

173 



の
存
在
が
許
さ
れ
な
い
雰
囲
気
は
、
日
本
社
会
の
「
国
際
化
」
の
現

状
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
在
日
華
僑
社
会
と
日
本
社
会
を
密
接

に
結
ん
で
い
る
一
連
の
変
化
の
意
味
を
‘
互
い
に
見
直
す
段
階
が
や

っ
て
き
た
と
も
い
え
よ
う
。

本
稿
の
考
察
の
対
象
は
‘
在
日
中
国
人
の
中
の
在
日
華
僑
で
あ
る
。

在
日
華
僑
の
定
義
と
区
分
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な

っ

て
華
僑
の
人
数
は
異
な
る
。
本
稿
で
い
う
在
日
華
僑
と
は
‘
①

「永

住
者
」
、
②
「
法
―

二
六
ー
ニ
ー
六
」
、
③

「平
和
条
約
関
連
国
籍
離

脱
者
の
子
」
（
以
下
、
①
②
③
を
含
め
て
永
住
者
と
い
う
）
と
④

「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
の
「
在
留
資
格
」
を
も
つ
在
日
中
国
人
を

指
す
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
在
日
華
僑
を
、
日
中
国
交
正
常
化
の
一

九
七
二
年
を
境
に
そ
れ
ま
で
に
来
日
し
た
人
々
を
旧
華
僑
（
①
‘
②
‘

③
)
、
そ
れ
以
後
の
人
々
を
新
華
僑
（
①
‘
④
)
と
分
け
る
が
、
こ

こ
で
は
主
に
旧
華
僑
の
半
世
紀
に
わ
た
る
歴
史
的
変
遷
を
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。
在
日
華
僑
社
会
を
め
ぐ
る
現
在
の
問
題
点
を
整
理
し
、

神
戸
華
僑
の
ア
ン

ケ
—

卜
調
査
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
主
と
し
て
華
僑
の
社
会
構
造
、
帰
属
意
識
、
教
育
‘
婚
姻
、
国

籍
な
ど
の
側
面
か
ら
、
在
日
中
国
人
社
会
の
変
容
を
解
明
し
、
先
の

仮
説
を
検
証
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
紙
幅
の
関
係
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
デ
ー
タ
の
図
表
を
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
の
で
、
詳
細
は

『国
際
化
時
代
と
神
戸
の
華
僑
・
華
人
ー
|_「
神
戸
華
僑
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
報
告

（統
計
）』

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

、
。

・1993年1月郵送アンケート法にて実施。対象者は、 『神戸中華同文学校校友会名簿』('91)より第45学

級（期生）以前の卒業生（成人）を選定し、 学級別、男女別に分け、等間隔無作為に抽出した。不箔を除

く有効標本数945、回収率26.6%。有効回答者、 250人、 26.5%。

• その他、 華僑団体を通じて一般の華僑・華人にアンケート用紙の配布を依頼し、 回収は郵送によっ

た。有効標本数40、回収率18%。有効回答者、 7人、 18%。

［回答者の属性］ 回答者総数 257人

表 l 性別 表3 本籍

男 127(49.4%) 広東 77 (29.9%) 

女 130(50.6%) 福建 38 (14.8%) 

台湾 53 (20.6%) 

江蘇 44 (17.1%) 

上海 4 (1.6%) 

浙江 10 (3.9%) 

山東 17 (6.6%) 

その他 3 (1.2%) 

不明（中国籍）10 (3.9%) 

日本 1 (0.4%) 

［調査の方法と回収結果］

表4 パスポート

中国 140 (54.4%) 

台湾 57 (22.2%) 

日本 52 (20.2%) 

香 港 3 (1.2%) 

その他の国 1 (0.4%) 

ニカ国 3 (1.2%) 

なし 1 (0.4%) 
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表2 年齢

18-19 27 (10.5%) 

20-29 41 (16.0%) 

30-39 61 (23.7%) 

40-49 53 (20.6%) 

50-59 53 (20.6%) 

60- 21 (8.2%) 

不明 1(0.4%) 



急
増
す
る
在
日
中
国
人

戦
後
の
在
日
中
国
人
登
録
人
口
の
推
移

（図
1
)
を
見
る
と
、
一

九
五

O
I
七
0
年
代
末
ま
で
の
三

0
年
間
は
ず
っ
と
四
ー
五
万
人
台

で
増
減
を
繰
り
返
し
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
。
し
か
し
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
増
加
は
著
し
く
‘
八
八
年
を
境
に
一

0
万

人
を
超
え
た
。
さ
ら
に
五
年
も
経
た
な
い
九
二
年
に
は
‘
二

0
万
人

を
突
破
す
る
勢
い
で
あ
る
。

こ
の
在
日
中
国
人
の
増
加
は
‘
在
日
外
国
人
総
数
の
増
加
と
比
べ

て
も
顕
著
で
あ
る
。
法
務
省
の
最
新
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
在
日
外
国

人
総
数
（
登
録
人
口
）
は
一
九
九
二
年
末
に
―
二
八
万
一
、
六
四
四

(6
)
 

人
に
達
し
、
初
め
て
日
本
の
総
人
口
の
一
％
を
超
え
た
。
そ
の
う
ち
、

在
日
中
国
人
は
‘
六
八
万
余
の
在
日
韓
国

・
朝
鮮
人
に
次
い
で
第
二

位
を
占
め
て
お
り
、
一
九
万
五
、
三
三
四
人
で
あ
る
。
同
時
期
の
い

わ
ゆ
る
中
国
人
不
法
残
留
者
二
万
九
、

0
九
一
人
を
加
え
れ
ば
日
本

に
在
留
し
て
い
る
中
国
人
は
実
際
は
二
二
万
人
余
に
達
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
在
日
外
国
人
六
人
の
う
ち
一
人
は
中
国
人
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
現
在
の
在
日
中
国
人
数
は
、
日
中
国
交
正
常
化
後
の
一
九
七

四
年
（
四
万
七
、
六
七
七
人
）
と
比
べ
て
五
倍
に
な
り
、
在
日
外
国

人
総
数
に
占
め
る
割
合
も
高
く
な

っ
て
き
た
（
一
九
七
四
年
六

．

四
％
、
一
九
九
二
年
一
五

・
ニ
％
）
。

在
日
中
国
人
の
急
増
は
主
に
日
中
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
も
た
ら

195,334 

図1 在日中国人登録人口の推移

（単位：人）

200,000 

180,000 

160,000 

140,000 

120,000 

100,000 

80,000 

60,000 

40,000 

20,000 

゜ 92 

注：法務省入国管理局 r出入国管理ー国際化時代への新たな対応（平成 4年版）』（大蔵省印刷局、

1993年）より作成

91 90 89 88 85 80 75 70 65 60 55 1950 

175 



表5

年

総数

1位

2位

在留資格別在日中国人数の構成の変化

1984 1986 1988 1990 

（単位：人）

1992 

67,895 84,397 129,269 150,339 195,334 

永住者 永住者 就学 留学 就学

22,318 22,757 35,388 29,354 33,962 

日本人の配偶者等日本人の配偶者等 永住： 永｛主 留学：

10,522 13,085 23,594 25,068 31,910 

3位 留学 留学 H本人の配偶者等 就学 日本人の配偶者等

6,870 9,845 16,812 24,251 29,008 

4位 被扶養者 就学 留学 日本人の配偶者等 永住

2,629 7,614 15,642 23,051 25,510 

5位 短期滞在者 定住 定住 定住 定住

2,049 6,412 10,031 15,263 23,877 

注 r在留外国人統計』、入管統計研究会 r我が国をめぐる国際人流の変遷』（大蔵省印刷局、 1990年）

より作成

表 6

年

出身地別在日中国人数の推移

台湾

福建

広東

江蘇

黒龍江

浙江

遼寧

山 東

吉林

上海市

香港

北京市

その他

計

1964 

23,683 

5,966 

5,274 

4,692 

3,019 

1,781 

1,391 

2,197 

48,003 

1974 

24,080 

5,178 

4,520 

4,119 

74 

2,110 

114 

1,595 

38 

398 

2,341 

205 

2,172 

46,944 

1984 

32,817 

5,725 

4,582 

4,501 

3,282 

2,170 

2,073 

2,065 

974 

2,056 

1,692 

1,680 

5,252 

67,895 

1986 

40,519 

5,825 

4,739 

4,649 

4,784 

2,199 

3,246 

2,251 

1,665 

3,260 

1,606 

3,225 

8,094 

84,397 

1988 

43,001 

13,737 

6,906 

5,349 

7,502 

2,354 

5,561 

2,433 

2,879 

21,140 

1,448 

7,657 

12,181 

129,269 

（単位 人）

1990 

42,610 

17,479 

7,118 

5,959 

9,872 

2,719 

7,632 

2,781 

4,291 

25,390 

1,917 

10,418 

16,444 

150,339 

1992 

42,512 

20,236 

7,418 

7,695 

14,376 

3,644 

12,516 

3,672 

7,326 

38,042 

2,045 

15,647 

27,531 

195,334 

注 r在留外国人統計』、入管統計研究会 r我が国をめぐる国際人流の変遷』（大蔵省印刷局、 1990年）
より作成

176 



さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
、
日
中
国
交
正
常
化
が
実
現
し
、

両
国
の
人
的
往
来
か
盛
ん
に
な
り
、
特
に
七
八
年
か
ら
中
国
が

「
改

革
開
放
」
政
策
を
と
り
、
以
後
来
日
の
中
国
人
が
年
々
増
え
て
き
た
。

そ
の
う
ち
就
学
生
、
留
学
生
や
残
留
孤
児
関
係
者
、
日
本
人
の
配
偶

(
7
)
 

者
等
の
増
加

（表

5
)
は
も

っ
と
も
目
立

っ
て
お
り
、
そ
の
人
数
は

永
住
者
を
は
る
か
に
超
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
出
身
地
別
表

（表

6
)
か
ら
み
れ
ば
、
旧
華
僑
の
代
表
的
出
身
地
で
あ
る
五
つ
の

地
域
す
な
わ
ち
広
東
省
、
福
建
省
、

三
江
（
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
安

徽
省
、
江
西
省
）
、
山
東
省
を
主
と
す
る
華
北
地
方
、
台
湾
の
外
に
、

近
年
は
残
留
孤
児
関
係
の
黒
龍
江
省
、
遼
寧
省
、
吉
林
省
出
身
者
、

そ
れ
に
北
京
市
出
身
者
、
と
り
わ
け
上
海
市
出
身
者
と
福
建
省
出
身

者
は
顕
著
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

日
本
人
の
配
偶
者
を
含
め
、

一
部
の
来
日
中
国
人
が
し
だ
い
に
永

住
者
と
な
り
‘
在
日
華
僑
の
人
数
も
新
華
僑
の
増
加
に
よ

っ
て
だ
ん

だ
ん
増
え
て
き
て
い
る
。
今
日

(-
九
九

二
年

―
二

月
現
在
）
、

新
・
旧
華
僑
を
あ
わ
せ
る
と
在
日
華
僑
は
五
万
四
、
五

一
八
人
で
あ

り
、
在
日
中
国
人
総
数
の
四
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
在
日
中
国
人
の
新
た
な
増
加
に
よ

っ
て
、
日
本
に
は
従
来
の
華
僑

社
会
と
異
な
る
、
新
し
い
中
国
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ま
た
は
中
国
人

「
社
会
」
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
他
方
、
在
日
外

国
人

（在
日
中
国
人
を
含
め
る
）
の
日
本
国
籍
取
得

（
い
わ
ゆ
る

「帰
化
」）

や
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
の
ケ
ー
ス
が
、
在
日
外
国
人

の
増
加
に
つ
れ
増
え
つ
つ
あ
り
、
日
本
社
会
に
も
た
ら
す
変
化
も
見

落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

在
日
華
僑
の
法
的
地
位
と
特
徴

前
述
し
た
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
華
僑
社
会
の
も

っ
と

も
大
き
な
変
化
は
、
そ
の
主
体
を
な
す
者
が
華
僑
か
ら
し
だ
い
に
華

人
に
変
わ

っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
華
僑
社
会
は
現

地
化
さ
れ
、
居
住
国
国
民
と
し
て
の
社
会
に
移
り
変
わ
り
、
異
民
族

か
ら
居
住
国
の
多
民
族
国
家
の
メ
ン
バ

ー
の
一
員
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
他
国
の
華
僑
と
比

べ
在
日
華
僑
の
も

っ
と
も
大
き
な
特
徴
と
し

て
、
戦
後
半
世
紀
を
経
た
現
在
、

「落
地
生
根
」
で
あ
り
な
が
ら
中

国
籍
の
ま
ま
で
い
る
人
が
ま
だ
ま
だ
少
な
く
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

そ
れ
は
主
に
彼
ら
の
生
存
環
境
1

日
本
の
社
会
的
文
化
的
構

造
及
び
日
中
関
係
史
、
日
本
の
法
、
行
政
と
大
き
く
か
か
わ

っ
て
い

る
。
日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
法
的

・
社
会
的
な
地
位
は
ま
ず
次
の

三

つ
の
法
制
度
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
①

「国
籍
法
」
(
-
九
五
〇

年
制
定
）
‘
②
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」

(-
九
五
一
年
制

定
）
‘
③

「外
国
人
登
録
法
」
(
-
九
五
二
年
制
定
）゚

①
は
‘
日
本

国
民
と
外
国
人
を
区
別
し
、
ま
た
先
天
的
と
後
天
的
日
本
国
籍
者
の

条
件
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
②
は
、
す
べ
て
の
外
国
人
を
さ
ま

ざ
ま
な

「在
留
資
格
」
（
現
在
、
二
七
種
類
）
に
区
分
け
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
在
留
資
格
に
応
じ
た
在
留
期
間
と
在
留
活
動
を
規
定
し
て
い
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る
。
例
え
ば
、
「
永
住
者
」

・
「
日
本
人
の
配
偶
者
等
」
が
「
居
住
資

格
」
を
も
つ
の
に
対
し
、
「
留
学
」
や
就
職
（
「
技
術
」
な
ど
）
の
場

合
は
「
活
動
資
格
」
し
か
も
た
な
い
の
で
あ
る
。
③
は
、
外
国
人
は

登
録
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
そ
の
際
、
「
指
紋
」
の
押
捺
も
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
法
制
度
の
も
と
で
在
日
外
国
人
の
社
会

生
活
や
社
会
関
係
は
‘
管
理
さ
れ
、
制
限
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
‘

生
地
主
義
で
は
な
く
血
統
主
義
の
国
籍
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
在

日
外
国
人
及
び
そ
の
子
孫
は
日
本
生
ま
れ
、
日
本
育
ち
と
い
う
こ
と

と
は
関
係
な
く
‘
い
つ
ま
で
も
在
日
外
国
人
で
し
か
な
い
（
な
お
外

国
人
だ
け
に
指
紋
の
押
捺
義
務
を
課
し
、
か
つ
血
統
主
義
を
と
る
国

は
世
界
中
で
日
本
国
だ
け
で
あ
る
）
。
外
国
人
が
日
本
で
市
民
権
を

と
る
に
は
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
は
‘
「
帰
化
」
す
る
か
、
父
母
の
ど
ち
ら
か
が
日
本
人
で
あ
る
場

合
、
そ
の
子
が
日
本
人
に
な
る
と
い
う
二
つ
の
方
法
し
か
な
い
。
し

(9
)
 

か
し
、
日
本
は
「
移
民
受
け
入
れ
政
策
を
と
っ
て
い
な
い
」
の
で
、

日
本
国
籍
取
得
人
数
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
華
僑
た
ち
の
「
帰
化
」
に
対
す
る
抵
抗
感
も
大
き
な
原
因

と
し
て
あ
る
。
日
中
両
国
の
間
で
中
国
侵
略
の
戦
争
や
中
国
人
強
制

連
行
な
ど
、
い
ま
だ
に
戦
後
処
理
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
よ
っ
て
華
僑
の
民
族
的
自
覚
が
高
め
ら
れ
た
と
か
、
あ
る
い

は
、
日
本
に
お
け
る
「
帰
化
」
は
、
同
化
的
帰
化
を
強
い
て
い
る
と

い
っ
た
指
摘
な
ど
が
あ
る
。
と
く
に
一
世
、
二
世
な
ど
年
長
の
華
僑

の
場
合
に
は
こ
の
傾
向
が
強
い

。

他
方
、
日
本
で
は
‘

「
永
住
」
の
「
在
留
資
格
」
を
持
つ
者
は
‘

一
応
日
本
に
ず

っ
と
住
む
こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
伝
統
的
社
会
構

造
の
基
盤
が
弱
い
都
市
に
は
外
国
人
が
比
較
的
住
み
や
す
い
の
で
、

日
本
国
籍
を
取
得
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
諸
要
因
に
よ
っ
て
、
在
日
華
僑
は
、

他
国
の
華
僑
の
場
合
と
違
っ

て
納
税
義
務
を
果
た
し
な
が
ら
も
選
挙
権
な
ど
の
権
利
を
持
た
な
い
‘

「
永
住
」
し
て
い
る
「
在
留
外
国
人
」
の
ま
ま
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
の
回
答
結
果
は
以
上
の
諸
見
解
を
裏
付
け
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
例
え
ば
‘

(Q
3
)
日
本
社
会
の
悪
い
点
に
つ
い
て
一

番
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
外
国
人
に
閉
鎖
的

（
五
三
・
七
％
）
、

以
下
、
欧
米
崇
拝
・
ア

ジ
ア
軽
視

（四
九

・
O
％）、

物
価
と
住
宅

事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
四
四

・
七
％
で
あ
っ
た
。

(
Q
4
)
民
族
的
差
別

を
受
け
た
場
所
に

つ
い
て
も
っ
と
も
多
い
の
は

役
所

（
三
六

．

七
％
）
で
あ
る
。
(
Q
5
)

日
本
社
会
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
就
職

の
機
会
均
等
の
実
現

（
六七
•
八
％
）
か
最
も
高
い
。
以
下
、
社
会

福
祉
で
の
平
等
の
実
現

（
四
三

・
九
％
）
、
国
政
参
政
権
の
承
認

（
三
六
•

一
％
）、
民
族
教
育
へ
の
援
助

（
二
三
・
九
％
）
、
地
方
自

治
体
へ
の
参
政
権

（
ニ
―
•

六
％
）
と
な

っ
て
い
る

。

(
Q
6
)
日

中
関
係
の
発
展
に
日
本
が
す
べ
き
こ
と

に
つ
い
て
は
‘
穀
争
責
任
の

明
確
化
は
三
番
目
で
あ
る
が
、
三
九

•

一
％
を
示
し
て
い
る
。
あ
る

華
僑
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
次
の
よ
う
な
意
見
を
寄
せ
て
い
る
。
「
日
本

の
国
籍
法
を
も

っ
と
幅
の
あ
る
も
の
に
し
て
は
し
い

。
(
-
九
八
五

年
以
前
の
）
日
本
出
生
者
は
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
、
在
日
本
一

0
年
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と
か
一
五
年
以
上
、
あ
る
い
は
納
税
を
七
年

-
1
0
年
す
れ
ば
国
籍

を
選
べ
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
か
、
ド
イ
ツ

・
ス
イ

ス
な
ど
の
国
の
よ
う
な
国
籍
法
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
。
現

在
の
帰
化
手
続
き
は
人
権
を
無
視
し
た
も
の
と
見
る
」
。

し
か
し
、
日
本
国
籍
取
得
の
人
数
が
制
限
さ
れ
、
多
く
の
華
僑
が

中
国
国
籍
を
保
持
す
る
志
向
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
近

年
、
日
本
国
籍
取
得
者
や
華
僑
子
弟
の
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
の
増

加
に
よ

っ
て
在
日
華
僑
社
会
の
趨
勢
は
一
転
し
、
華
僑
の
こ
ど
も
の

出
生
数
は
激
減
し
、
後
継
者
の
危
機
が
現
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
一

つ
は
日
本
国
籍
取
得
者
の
こ
ど
も
が
日
本
人
に
な
る
し
、
今

―
つ
は

日
本
人
と
の
国
際
結
婚
カ

ッ
プ
ル
の
子
供
の
国
籍
も
、
日
中
双
方
の

国
籍
法
に
よ
っ
て
日
本
国
籍
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
中
国
国
籍
法

（
一
九
八

0
年
制
定
）
は
二
重
国
籍
を
認
め
て
い
な
い

（第
三
条
）。

ま
た
「
父
母
の
双
方
ま
た
は

一
方
が
中
国
公
民
で
、
本
人
が
外
国
で

出
生
し
た
時
は
、
中
国
の
国
籍
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
父
母
の
双
方

ま
た
は
一
方
が
中
国
公
民
で
、
か
つ
外
国
に
定
住
し
、
本
人
が
出
生

の
時
直
ち
に
外
国
の
国
籍
を
有
す
る
時
は
、
中
国
の
国
籍
を
有
さ
な

い
」
（
第
五
条
）
と
し
て
い
る
。

一
方
、

日
本
で
は
一
九
八
五
年
に

国
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
父
系
主
義
か
ら
父
母
両
系
主
義
に
な

っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
出
生
の
時
に
父
又
は
母
が
日
本
国
民
で
あ
る
と
き
‘

子
は
日
本
国
民
と
な
る
（
第
二
条
）
。
す
な
わ
ち
そ
れ
ま
で
夫
中
国

人
（
華
僑
）
・
妻
日
本
人
の
子
は
中
国
籍
で
あ

っ
て
、
夫
日
本
人

・

妻
中
国
人

（華
僑
）
の
子
だ
け
が
日
本
国
藉
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九

八
五
年
以
降
、
華
僑
の
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
に
よ
る
す
べ
て
の
出

生
児
は
、
生
ま
れ
た
時
点
で
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
り
、

在
日
華
僑
社
会
に
深
刻
な
後
継
者
問
題
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
の
で

あ
る
。

華
僑
社
会
の
構
造
的
変
化

通
常
、
華
僑
社
会
を
支
え
る
柱
は
僑
団
、
僑
校
‘
僑
報
の
「
三

宝
」
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
在
日
華
僑
社
会
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る

が
、
神
戸
華
僑
社
会
は
こ
の
点
に
お
い
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
特
色

を
持

っ
て
い
る
。

兵
庫
県
の
中
国
人
永
住
者
数
が
全
国
l

（表

7
）
で
あ
り
、
そ
れ

が
神
戸
市
に
集
住
し
て
い
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
在
日
華
僑
社

会
の
最
大
の
中
心
地
と
い
え
ば
や
は
り
神
戸
で
あ
る
。
な
ぜ
神
戸
が

中
心
地
に
な
っ
た
の
か
。
長
崎
、
横
浜
な
ど
他
の
地
域
と
比
べ
た
と

き
、
南
京
町
、
関
帝
廟
、
華
僑
墓
地
な
ど
の
共
通
点
が
あ
る
が
、
神

戸
華
僑
に
は
、
次
の
よ
う
な
幾
つ
か
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に

よ

っ
て
彼
ら
は
つ
ね
に
華
僑
社
会
と
居
住
地
域
の
変
動
に
適
応
し
、

結
束
の
強
い
地
域
社
会
集
団
を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
る
。

神
戸
華
僑
は
、

(
Q
1
0
)
兵
庫
に
中
国
人
永
住
者
が
多
い
理
由
と

し
て
、

神
戸
中
華
同
文
学
校
の
存
在
が
あ
る

（
六
ニ
・
九
％
）
、
華

僑
の
相
互
関
係
が
よ
い

（五
ニ

・
三
％
）
、
華
僑
総
会
・
同
郷
会
が

あ
る

（四
九

•

六
％
）、
そ
れ
に

地
域
社
会
と
の
関
係
が
良
い

（四
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九

・
ニ
％
）
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
四
項
目
は
い
ず
れ

も
高
い
比
率
で
あ
り
、
そ
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
神
戸
華
僑
の
特
徴

で
あ
る
永
住
者
全
国
一
と
い
う
状
況
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
歴
史
上
、
孫
文
の
革
命
活
動
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
神
戸
華
僑

は
、
伝
統
的
に
「
公
共
的
観
念
は
旺
盛
」
で
あ
る
。

日
本
唯
一
の

孫
文
記
念
館
、
海
外
華
僑
社
会
で
一
番
最
初
に
建
て
ら
れ
た
華
僑
史

博
物
館
で
あ
る
神
戸
華
僑
歴
史
博
物
館
は
そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
る
。

何
よ
り
も
「
神
戸
の
華
僑
は
総
会
と
学
校
と
い
う
二
つ
の
組
織
を
中

心
に
繁
栄
し
て
き
た
」
。
す
な
わ
ち
神
戸
華
僑
社
会
の
特
色
は
‘
僑

団
・
僑
校
の
役
割
、
華
僑
の
相
互
関
係
、
地
域
社
会
と
の
関
係
と
い

う
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
今
日
、
神
戸
華
僑
社
会
も
僑
団
‘
僑
校
の
将
来
に
つ
い
て
は
悩
み

を
抱
え
て
い
る
。

在
日
華
僑
社
会
は
‘
社
会
集
団
と
し
て
基
本
的
に
家
族
、
親
族
、

出
身
地
グ
ル
ー
プ
及
び
華
僑
社
会
と
い
う
四
層
構
造
を
な
し
て
い
る
。

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
主
と
し
て
血
縁
（
同
族
）
、
地
縁
（
同
郷

会
諸
団
体
）
、
業
縁
（
地
縁
を
基
盤
と
し
た
職
業
関
係
の
諸
団
体
）

及
び
学
縁
（
華
僑
学
校
）
と
い
う
入
り
組
ん
だ
「
四
縁
」
に
よ
る
人

的
結
合
関
係
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
各
種
団
体
の
組
織
化
に
よ
る
縦

横
交
錯
的
な
結
び
付
き
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
力
は
一
貰
し
て
き
わ
め
て
強
く
‘
華
僑
た
ち
は
相
互
扶

助
の
精
神
の
も
と
で
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
助
け
合
っ
て
生
き
て
き
た
。

僑
団
は
そ
の
中
核
的
存
在
と
し
て
華
僑
社
会
の
統
合
や
秩
序
及
び
維

（単位：人）都道府県別永住者数とその割合

1 9 8 4年

表7

1 9 9 2年

％
 
13.1 

6.8 

18.0 

7.5 

15.1 

22.8 

53.0 

12.9 

32.2 

8.3 

永住者

25,510 

4,960 

3,227 

622 

634 

3,726 

6,615 

594 

360 

4,772 

在日中国人総数

195,334 

72,958 

17,915 

8,278 

4,187 

16,352 

12,491 

4,589 

1,119 

57,445 

％
 
32.9 

17.9 

46.0 

23.4 

42.3 

45.2 

71.1 

26.4 

44.0 

20.6 

永住者

22,318 

3,844 

3,102 

380 

617 

3,554 

6,504 

427 

340 

3,550 

在日中国人総数

67,895 

21,436 

6,737 

1,627 

1,458 

7,869 

9,153 

1,617 

772 

17,226 

総

都

阪

庫

岡

崎

他

のそ

数

京

川

知奈

東

神

愛

京

大

兵

福

長

180 

『在留外国人統計』より作成注



持
と
発
展
に
効
果
的
に
機
能
し
て
お
り
‘
華
僑
た
ち
が
社
会
生
活
を

営
む
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
神
戸
で
は
‘
華
僑
の
こ

う
い
う
各
種
団
体
の
中
心
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
と
っ
た
の
は
‘

戦
前
に
お
い
て
は
神
阪
中
華
会
館
で
あ

っ
た
が
、
戦
後
は
神
戸
華
僑

総
会
で
あ
る
。
な
お
神
戸
華
僑
は
戦
後
、
日
本
全
国
で
一
番
最
初
に

華
僑
総
会
を
組
織
し
た
。
華
僑
総
会
は
、
出
身
地
別
の
同
郷
会
の
枠

を
越
え
、
居
住
地
の
華
僑
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
結
束
し
、
家
父
長
制

的
な
伝
統
的
社
会
集
団
の
構
成
原
理
を
見
直
し
、
選
挙
制
等
の
平
等

な
関
係
を
基
礎
と
し
た
新
し
い
編
成
原
理
を
と
っ
た
地
域
の
華
僑
社

会
の
組
織
で
あ
る
。

戦
後
、
大
陸
系
と
台
湾
系
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
き
た
の
は
‘
在

日
華
僑
団
体
の
特
徴
の
―
つ
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
母
国
の
政
治
的
分

裂
に
影
響
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
る
。
大
陸
系
は
原
則
と
し
て
華
僑
の

(12
)
 

み
を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
全
国
各
地
に
華
僑
総
会
が
三
七
あ
り
‘
互
い

に
平
等
な
関
係
を
も
ち
、
年
一
回
開
催
の
留
日
華
僑
代
表
会
議
に
お

い
て
華
僑
社
会
の
重
大
な
問
題
を
議
論
、
決
定
し
て
い
る
。
神
戸
華

(13
)
 

僑
総
会
は
「
同
じ
中
国
人
で
あ
り
、
兄
弟
で
あ
る
」
台
湾
華
僑
を

も
含
ん
で
お
り
、
結
束
は
一
段
と
強
い
。
台
湾
系
の
も
の
と
し
て
は
‘

日
本
中
華
聯
合
総
会
の
も
と
で
全
国
各
地
三
四
の
中
華
総
会
と
華
僑

総
会
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
華
人
も
加
入
で
き
る
。
在
日
華
僑
社
会
は
‘

右
の
七
一
の
団
体
組
織
を
中
核
と
し
、
そ
の
他
に
同
郷
会
、
同
業
会
、

公
所
、
ま
た
商
工
会
、
婦
人
会
、
青
年
会
、
そ
の
他
の
文
化
団
体
な

ど
、
数
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
よ
っ
て
成
り
立

っ
て

い
る
の
で

あ
る
。
華
僑
に
と
っ
て
華
僑
総
会
は
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
の
重
要

な
存
在
で
あ
り
、
居
住
国
の
日
本
政
府
や
祖
国
の
中
国
政
府
と
の

交
渉
、
交
流
の
窓
口
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
華
僑
総
会
は
‘
華
僑
社

会
の
政
治

・

経
済

・

教
育

・

文
化

•

福
祉

・

衛
生

・

外
部
と
の
交
際

な
ど
、
生
活
全
般
に
わ
た
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
。戦
前
の
伝
統
的
血
縁

・
地
縁

・
業
縁
団
体
は
‘
来
日
し
た
華
僑
の

唯
一
の
頼
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
ら
は
言
語
か
ら
衣

・

食
•

住
・

職

さ
ら
に
婚
姻
ま
で
、
ま
さ
に
自
分
の
生
活
の
す
べ
て
を
華
僑
団
体
に

依
存
し
て
こ
そ
日
本
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

戦
後
半
世
紀
の
間
に
在
日
華
僑
の
社
会
生
活
に
は
大
き
な
変
化
が
現

わ
れ
、
彼
ら
は
緩
慢
で
は
あ
る
が
し
だ
い
に
日
本
社
会
に
溶
け
込
む

こ
と
が
で
き
、
現
地
化
し
て
き
た
。
こ
の
変
化
に
伴
い
、
華
僑
総
会

を
は
じ
め
と
す
る
華
僑
団
体
の
役
割
も
機
能
も
変
わ
っ
て
き
た
。
す

な
わ
ち
、
①
多
様
化
。
経
済
、
福
祉
、
宗
教
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ

ー
ツ
‘
娯
楽
、
青
年
、
婦
人
関
係
な
ど
多
方
面
に
わ
た

っ
て
い
る
。

②
現
地
化
、
国
際
化
。
神
戸
華
僑
を
例
に
と
れ
ば
、
地
元
神
戸
市
、

兵
庫
県
と
母
国
天
津
市
、
広
東
省
と
が
友
好
省
県
市
関
係
を
結
ぶ
な

ど
交
流
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
南
京
町
や
関
帝
廟
は
神
戸
の
観
光
名
所
と
も
な

っ
た
。
中

国
語
講
座
や
ス
ポ
—

ツ
、
歌
舞
、
絵
画
の
交
流
な
ど
は
、
神
戸
市
民

の
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
神
戸
の
文
化
生
活
の
一
面
と
し
て
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
一
部
と
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
活
動
の
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表8 在日華僑 ・華人の社会生活の変遷モデル

項＼〗＼ミロ 老華僑 中年華僑 青年華僑

（戦前の世代） （日中国交正常化以前の世代） (8中国交正常化後の世代）

1. モデルの類型 創業型 奮闘型 追求型

2. 生活バターン 中国地域文化型 中国地城・日本文化混在型 日本文化型

3. 年 齢 6 0歳以上 4 0 -6 0歳前後 1 8 -4 0歳

4 世 代 1 -2世 2-3世 3-5世

5. 歴史年代と日中関係 戦前-1 9 4 5 1945-1972 1 9 7 2 -現在

（戦前 ・日中戦争） （東西冷戦•国交断絶） （国交正常化）

6. 社会体験 戦争の苦難 差別 ・摩擦 摩擦 ・交流

7. 国 籍 中 国 中国 （日本） 中国 ・日本

8. 出身地域 大 陸 大陸 • 台湾 大陸 • 台湾

9. 出生地 中 国 中国・日本 日 本

10. 籍貫の意識 自分の故郷 親の故郷 父祖の故郷

（村 • 県 ・ 省名） （国 ・ 省 • 県 ・村名 ） （国 ・県名）

11. 中国の故郷とのつ 有 少ない 無

ながり

12. 文化意識 故郷の習俗が濃厚 中日文化の混合 日本文化が主

13. 第一言語 中国各地の方言 方言→日本語 日本語

14. 居 住 集住が主 集住→散住 散住意向

15. 家族形態 拡大家族 拡大家族→核家族 核家族

16. 学 歴 就学経験なし•小卒程度 中 ・高卒程度 大卒が一般化へ

17. 職 業
濠

貿易商 • 三把刀 ・ 二把刀 ・ 商業 ・ 貿易 • 一把刀・サラリーマン・

行商 自由業の増加 自由業等

18. 婚 姻 同郷人どうしが主 中国人どうしが主 国際結婚が主

19. 生活・職業の交 同郷人が主 中国人 ・日本人 日本人・中国人

際範囲

20. 華僑団体・社会 密 接 密接→弛緩 疎 遠

との関係

※ 「三把刀」とは、中華料理の 「菜刀」（包丁）、理髪の 「剃頭刀」（かみそり ）、洋服仕立ての 「剪刀」

（鋏）を指し、 「二把刀」とは、中華料理業と理髪業を指し、 「一把刀」とは中華料理業を指す。
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影
響
力
は
華
僑

・
華
人
の
範
囲
を
は
る
か
に
越
え
‘

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
社
会
や
日
中
関
係
の
変
化
に
つ
れ
、
華
僑
団
体
は
多
種
多
様

な
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
反
面
、
衣
食
住
職
な
ど
、

個
々

の
華
僑
が
日
常
の
社
会
生
活
を
送
る
上
で
、
絶
対
に
離
れ
ら
れ

な
い
存
在
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
表
8
は
在

日
華
僑
・
華
人
の
社
会
生
活
の
変
遷
モ
デ
ル
で
あ
る
。
詳
し
い
説
明

は
省
略
す
る
か
、
世
代
交
替
に
伴
い
‘
華
僑
の
若
者
は
言
語
、
生
活

様
式
や
行
動
様
式
が
だ
ん
だ
ん
日
本
化
し
て
、
な
お
限
定
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
日
本
の
大
企
業
な
ど
に
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
。

こ
う
し
て
日
本
社
会
と
の
距
離
か
せ
ば
ま
る
と
同
時
に
華
僑
社
会
と

は
疎
遠
に
な
る
傾
向
が
出
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
‘
必

然
的
に
華
僑
団
体
の
弱
体
化
や
華
僑
社
会
の
衰
退
か
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

(Q
2
3
)
華
僑
関
係
の
行
事

へ
の
参
加

状
況
を
み
れ
ば
‘
校
友
会
関
係

（四
四
・
九
％
）
が
も

っ
と
も
高
い

。

そ
の
次
は

新
年
の
団
拝

（
二四
•
八
％

）、

同
郷
会

（
二
三
・

六
％
）

、
し
か
も
年
齢
の
高
い
層
が
多
い
。
参
加
し
な
い
は
二
O
・

-
％
で
、
四

0
代
以
下
の
者
が
多
い

。
こ
れ
に
対
し
て
‘

華
11総
会

関
係

(
―
二
•

四
％
）
に
は
、
五
0
代
以
上
の
者
か
多
い

。

国
慶
節

の
行
事

(
―
二
•

四
％
）
に
続
く
、
青
年
交
流
活
動

、

同
好
会
関
係

、

婦
女
会
関
係
、
華
11総
商
会
関
係
な
ど
は
い
ず
れ
も
一

0
％
以
下
で

あ
る
。
各
地
の
華
僑
総
会
は
、
在
日
華
僑
の
社
会
生
活
か
ら
社
会
構

日
本
社
会
に
広

造
に
至
る
ま
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
大
き
な
変
化
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
傾
向
を
強
め
つ
つ
あ
る
今

日
‘
華
僑
社
会
を
い
か
に
維
持
•
発
展
さ
せ
る
か
を

真
剣
に
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
教
育
と
言
語
の
変
遷

華
僑
教
育
は

一
七
世
紀
末
に
始
ま
り
、
初
期
の
私
塾
教
育
、
中
期

の
近
代
教
育
、
戦
後
の
華
文
教
育
と
い
う
三
段
階
を
経
て
発
展
し
て

(14
)
 

き
た
と
い
う
。
在
日
華
僑
の
教
育
は
一
八
九
八
年
、
孫
文
な
ど
の
参

与
で
横
浜
で
開
か
れ
た
「
中
西
学
校
」
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
今
日
ま

で
す
で
に
百
年
近
く
の
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。

日
本
の
華
僑
学
校
は
、
戦
前
の
一

―
校
か
ら
今
日
の
五
校
に
滅
少

し
た
。
こ
の
五
つ
の
全
日
制
の
僑
校
は
現
在
、
神
戸
、
大
阪
、
横
浜
、

東
京
に
あ
り
、
「
民
族
教
育
を
通
じ
て
華
僑
子
弟
に
祖
国
に
関
す
る

知
識
を
正
し
く
理
解
さ
せ
、
中
日
友
好
の
た
め
に
積
極
的
に
貢
献
す

(15
)
 

る
よ
う
華
僑
の
子
弟
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
他
国
の
華
文
教
育
と
違

っ
て
華
僑
教
育
の
本
来
の
性
格
と
特
色(16
)
 

を
保
つ
こ
と
が
日
本
の
華
僑
教
育
の
特
徴
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

神
戸
中
華
同
文
学
校

（以
下
、
同
文
学
校
と
略
記
す
る
）
か
「
法
的

に
は
私
立
の
学
校
に
す
ぎ
な
い
が
、
神
戸
の
華
僑
に
と

っ
て
は
公
的

(17
)
 

な
教
育
機
関
で
あ
る
」
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
華
僑
学
校
は
、
民

族
文
化
の
伝
授
、
母
国

言
語
の
修
得
、
華
僑
の
リ
—
ダ
ー
の
養
成
、
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華
僑
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
社
会
人
と
し
て
の
知
識
教
養

の
習
得
な
ど
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
華
僑
学
校
は

華
僑
の
団
体
組
織
に
次
い
で
在
日
華
僑
社
会
の
存
続
と
発
展
の
中
核

で
あ
る
。
な
お
、
神
戸
の
華
僑
教
育
に
つ
い
て
は
、
同
文
学
校
と
と

も
に
神
戸
華
僑
幼
稚
園
(
-
九
五

0
年
設
立
、

三
才
児
ー
五
才
児
）

の
存
在
か
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
割
愛
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
は
華
僑
学
校
に
つ
い
て
、
と
く
に
二
つ
の
こ
と
に
つ
い
て

説
明
し
て
お
き
た
い

。
―

つ
は
、
華
僑
学
校
の
な
い

地
域
に
住
む
大

半
の
華
僑
は
‘
子
弟
を
地
元
の
日
本
学
校
に
お
く
り
、
一
部
の
華
僑

が
子
弟
を
同
文
学
校
の
よ
う
な
華
僑
学
校
に
寄
宿
さ
せ
、
勉
強
さ
せ

て
い
た
。
も
う
―
つ
は
、
華
僑
学
校
の
あ
る
地
域
に
住
む
華
僑
も
子

弟
を
す
べ
て
華
僑
学
校
に
お
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
と
し
た
同
文
学
校
の
卒
業
生
が
、
同
年

齢
の
華
僑
の
内
で
ど
の
く
ら
い
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
占
め
る
か
と

い
う
こ
と
は
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
、
ど
れ
く
ら
い
実
態
を
反

映
し
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
か
か
わ

っ
て
く
る
こ
と
で
も
あ
る
。

残
念
な
こ
と
に
、
華
僑
就
学
児
童
に
占
め
る
同
文
学
校
の
生
徒
の
パ

ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
、
戦
前
に
お
い
て
は
学
校
に

行
こ
う
と
し
た
神
戸
華
僑
の
子
弟
の
多
く
は
‘
華
僑
学
校
に
入
学
し

た
が
、
今
日
で
は
世
代
交
替
に
と
も
な
い
、
そ
の
割
合
は
だ
ん
だ
ん

減
少
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
現
在
‘
五

0
％
く
ら
い
と
推
測
し

て
い
る
華
僑
も
い
る
。
同
文
学
校
以
外
の
日
本
学
校
に
入
学
す
る
華

僑
子
弟
は
、
同
文
学
校
の
卒
業
生
よ
り
華
僑
か
ら
華
人
へ
の
変
化
の

テ
ン
ポ
か
早
い
も
の
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

日
本
の
華
僑
学
校
は
、
最
初
広
東
語
な
ど
の
方
言
教
育
を
行
っ
て

い
た
が
、
後
に
標
準
語
（
北
京
語
）
教
育
に
変
え
た
。
こ
う
し
て
出

身
地
の
異
な
る
華
僑
た
ち
が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
‘
華
僑
社
会
を
統
合
す
る
上
で
計
り
知
れ
な
い
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
華
僑
子
弟
が
中
国
語
や
民
族
文
化

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
梢
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
近
年
日
本
の
国
際
化
、

日
本
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
中
国
語
の
修
得
が
就

職
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
に
も
な

っ
て
き
た
の
は
新
し
い
変
化
で
あ
る
。

(Q
1
7
)
自
分
の
中
国
語
の
程
度
に
つ
い
て
、

す
こ
し
し
か
通
じ
な

い

(
-
九
•

一
％
）
に
対
し
、
自
由
に
会
話
で
き
る
と

だ
い
た
い
で

き
る

と
を
合
わ
せ
る
と
七
八

•

九
％
と
な
り
、
同
文
学
校
の
母
国
語

(18
)
 

教
育
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

民
族
学
校
で
あ
る
華
僑
学
校
は
、
日
本
学
校
教
育
法
の
「
一
条
校
」

に
定
め
る
と
こ
ろ
の
学
校
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い

。
そ
の
た
め
、

私
立
学
校
助
成
の
対
象
に
は
な

っ
て
い
な
い
。

財
政
‘
教
師
、
教
材
‘

進
学
問
題
な
ど
、
運
営
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
伴

っ
て

い
る
。
他

方
、
戦
前
、
華
僑
学
校
は
地
元
の
外
事
警
察
課
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
監

(19
)
 

視
、
干
渉
、
調
査
を
受
け
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
困
難
を

克
服
し
な
が
ら
、
同
文
学
校

(
-八
九
九
年
設
立
、
小

•
中
学
部
）

は
、
九

0
年
余
の
歴
史
を
も
つ
海
外
最
大
の
僑
校
と
な

っ
た
。
こ
れ
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は
主
に
神
戸
華
僑
及
び
生
徒
の
父
兄
の
高
い
民
族
意
識
と
柔
軟
な
運

営
方
針
の
結
果
に
よ
る
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

①
民
族
意
識
に
つ
い
て
李
萬
之

・
元
同
文
学
校
校
長
(
-
九
四
三

年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
約
三
九
年
間
校
長
を
勤
め
た
）
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
同
文
学
校
は

「
九
一
年
の
間
、
わ
ず
か
九
千
人

あ
ま
り
の
華
僑
の
老
若
男
女
が
守
り
支
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
も
四
十
数
年
間
教
師
を
勤
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
華
僑
の
、

子
女
に
対
す
る
教
育
へ
の
熱
意
は
身
を
も
っ
て
感
じ
て
ま
い
り
ま
し

た」
。
②
内
部
の
団
結
精
神
が
強
い

。
前
述
し
た
祖
国
の
政
治
的
分

(20〉裂
に
よ
っ
て
在
日
華
僑
の
学
校
は
二
つ
に
分
か
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
同
文
学
校
は
台
湾
華
僑
も
含
め
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
R
教
育

方
針
は
戦
前
、
「
子
弟
の
教
育
は
本
国
志
向
型
で
あ
っ
た
」
が
、
戦

後、

「世
代
を
重
ね
て
定
住
す
る
華
僑
子
弟
の
進
学
パ
タ
ー
ン
は
当

(21
)
 

然
本
国
志
向
型
か
ら
地
元
志
向
型
へ
と
変
化
す
る
」
。
「
そ
れ
は
、
当

然
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
の
仕
方
に
も
反
映
し
、
現
在
の
同
文
学
校

は
‘
一
方
で
、
中
国
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
を
目
標

と
し
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
日
本
の
学
校
に
進
学
で
き
る
だ
け
の
学
力

(22〉

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
」
。
同
文
学
校
の
卒

業
生
の
日
本
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
状
況
は
非
常
に
良
好
で
あ
り
‘

地
元
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
家
長
が
子
供
を
同
文
学
校
へ
入
学
さ
せ
る
最
大
の
目
的
は
、
中

国
人
と
し
て
の
民
族
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
と
、
自
国
語
を
修
得

さ
せ
る
た
社
」
で
あ
る
。

(
Q
2
6
)
親
が
同
文
学
校
に
入
学
さ
せ
た

目
的
に
つ
い
て
家
か
ら
近
か
っ
た
か
ら
は
五

・
ニ
％
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
語
を
マ
ス
タ
ー
さ
せ
る
た
め

（
六
ニ

・
九
％
）、

中
国
人
の
自
覚
を
確
立
さ
せ
る
た
め

（
五九
•

四
％
）
、
中
国
の
伝

統
文
化
を
学
ば
せ
る
た
め

（四
七

•

四
％
）
な
ど
は
‘
い
ず
れ
も
年

齢
と
は
か
か
わ
り
な
く
民
族
言
語
、
民
族
文
化
、
掃
属
意
識
と
い
う

三
点
に
集
中
し
て
お
り
、
居
住
の
便
利
さ
で
は
な
く
明
確
な
入
学
の

目
的
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

教
育
の
結
果
と
し
て
、

(Q
2
7
)
同
文
学
校
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

こ
と
は
、

各
年
齢
層
と
も
中
国
語
が
習
得
で
き
た

が
八
五

•

四
％
で

圧
倒
的
に
高
い

。
ま
た
中
国
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
と
民

族
文
化
を
学
ぷ
こ
と
が
で
き
た

が
そ
れ
ぞ
れ
四
六

•

五
％
と
高
い
率

を
示
し
て
お
り
、
教
育
の
大
き
な
成
果
を
物
語
っ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
神
戸
華
僑
は
‘
民
族
的

誇
り
を
も

っ
て
能
動
的
に
み
ず
か
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持

し
て
き
て
お
り
、
同
文
学
校
は
生
徒

（卒
業
生
）
に
と

っ
て
中
国
人

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
場
で
あ
る
と
い

っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
民
族
教
育
と
国
際
化
教
育
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
華
僑
は

数
世
代
に
わ
た
り
、
同
文
学
校
は
、
地
元
神
戸
華
僑
杜
会
の
基
盤
を

築
い
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
、
中
国
及
び
国
際
社
会
に
多
く
の
人
材

を
送
り
出
し
、
そ
の
名
は
海
外
の
華
僑
社
会
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
と
し
て
は
、
国
立
民
族
学
博
物

館
教
授

・
周
達
生
、
立
教
大
学
教
授
で
原
子
核
物
理
が
専
攻
の
玩
建
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治
、
東
京
芸
術
大
学
講
師
で
声
楽
家
の
高
丈
二
、
水
中
カ
メ
ラ
の
大

家
・
林
枚
樹
、
日
本
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
界
を
代
表
す
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ

(24
)
 

ナ
ー

・
鳳
簡
な
ど
が
お
り
‘
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

。

(
Q
2
4
)

親

し
み
を
感
じ
る
神
戸
の
場
所
に
つ
い
て
同
文
学
校
（
八

0
.
-
％
）

が
断
然
高
い
こ
と
か
ら
も
卒
業
生
と
生
徒
の
母
校
に
対
す
る
熱
い
感

情
が
う
か
が
え
る
。

し
か
し
、
「
同
文
学
校
は
現
在
、
大
き
な
岐
路
に
も
立
た
さ
れ
て

(25
)
 

い
る
。
将
来
の
展
望
も
ま
た
、
き
わ
め
て
厳
し
い
」
何
よ
り
も
日

本
国
籍
取
得
者
や
華
僑
子
弟
の
国
際
結
婚
の
増
加
に
よ
っ
て
そ
の
生

徒
源
が
少
な
く
な
る
可
能
性
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ

う
に
国
際
結
婚
の
出
生
児
は
日
本
国
籍
な
の
で
就
学
適
齢
期
に
な
る

と
‘
親
の
気
持
ち
と
関
係
な
く
日
本
の
法
律
に
し
た
が

っ
て
日
本
の

義
務
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
華
僑

学
校
へ
の
入
学
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

五
多
様
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ヘ
の
変
化

エ
リ
ク
ソ
ン
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義

し
て
い
る
。
「
同
一
性
と
い
う
言
葉
は
‘
彼
の
属
す
る
民
族
…
…

の、

そ
の
特
異
な
歴
史
に
よ
っ
て
っ
ち
か
わ
れ
た
固
有
の
価
値
観
と
一
人

の
個
人
・
：
・：
と
の
絆
を
意
味
し
て
い
絞
」
。
「
自
我
同

一
性
の
感
覚
と

は
、
内
的
な
不
変
性
と
連
続
性
を
維
持
す
る
各
個
人
の
能
力
が
他
者

に
対
す
る
自
己
の
意
味
の
不
変
性
と
連
続
性
と
に
合
致
す
る
経
験
か

(27) 

ら
生
ま
れ
た
自
信
の
こ
と
で
あ
る
」。

ま
た
「
現
代
の
青
年
を
眺
め

る
際
に
‘
忘
れ
が
ち
な
の
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
が
、
青

年
に
お
い
て
は

『危
機
的
』
な
こ
と
で
あ
る
と
は
い
え
、
実
質
的
に

8
)
 

は
世
代
的
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
変
化
は
、
個
々
人
の
置
か
れ
て
い

る
社
会
的
な
場
（
環
境
）
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
人
間
は
‘
主

と
し
て
教
育

（学
校
）
、
就
職

（職
場
）
、
結
婚

（家
）
と
い
う
人
生

の
大
き
な
出
来
事
を
経
験
す
る
た
び
に
、
所
属
が
変
わ
り
、
場
も
変

わ
る
。
こ
う
し
て
個
人
が
複
数
の
社
会
集
団
に
属
す
る
こ
と
か
ら
帰

属
意
識
の
葛
藤
が
生
じ
て
く
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
混
乱
が
起
こ
り
、

驚
き
・
悩
み
・
模
索

・
適
応
な
ど
の
一
連
の
衝
突
を
経
て
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
、
ま
た
は
改
め
る
。
こ
の
過
程
は
人
間
の
一
生

涯
に
と
も
な
い
、
し
か
も
年
齢
と
と
も
に
「
漸
進
的
な
統
合
か
ら
発

9
)
 

達
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
く
に
青
年
期
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危

機
の
時
期
に
あ
た
る
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
か
つ

多
重
的
な
性
格
を
も
ち
、
社
会
集
団
と
歴
史
の
発
展
と
と
も
に
変
化

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
在
日
華
僑
は
‘
母
国
の
社
会
文
化
を
背
負
っ

て
日
本
で
生
活
し
、
日
本
の
社
会
文
化
と
摩
擦
を
起
こ
し
、
そ
れ
に

適
応
し
な
が
ら
生
存
し
て
き
た
た
め
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤

が
著
し
い
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
そ
の
葛
藤
の
な
か
で
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
が
ど
の
方
向
に
変
化
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

一
般
に
‘

「
個
人
が
成
員
と
し
て
所
属
し
て
い
る
諸
集
団
こ
そ

(30
)
 

自
己
評
価
の
た
め
の
準
拠
枠
と
な
る
」
。
他
方
、
「
自
分
の
属
す
る
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(31) 

集
団
以
外
の
集
団
に
自
己
を
方
向
づ
け
る
」
場
合
も
あ
る
。
在
日

華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
に
つ
い
て
、
神
戸
華
僑
（
地
域

社
会
の
事
例
）
と
日
本
華
僑
（
全
体
の
変
化
趨
勢
）
に
分
け
て
具
体

的
に
検
討
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

1

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
神
戸
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化

(
Q
1
2
)中
国
を
象
徴
す
る
言
葉

で
は
‘
祖
国

（
五
五
•

一
％
）

が
年
齢
を
問
わ
ず
も

っ
と
も
高
い
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
も
つ
者
が
過
半
数
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

悠
久
の

歴
史

（
三
八
•

三
％
）
と
中
華
民
族

(
-七
•
六
％
）
は
民
族
的
な

誇
り
を
表
現
し
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国

（
二
四

・
ニ
％
）
、

台

湾

（四
•
三
％

）
で
あ
る
。

(
Q
1
3
)
自
分
を
何
人
だ
と
思
う
か
で
は
、

中
国
人
が
一
番
高
い

（
三
ニ

・
七
％）
。
し
か
し
、

中
国
人
で
あ
り
日
本
人
で
あ
る
も
高

い
率
（
三
一

・
一
％
）
を
示
し
、
し
か
も
若
い
層
ほ
ど
高
い
。
こ
れ

と
は
対
照
的
に
華
僑
が
意
外
に
低
い
（
二
五
・
七
％
）
。
外
国
で
暮

ら
し
て
い
る
た
め
か
、
「
華
僑
」
よ
り
「
中
国
人
」
と
い
う
国
別

（
民
族
別
）
の
名
称
に
馴
染
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
世
代
に

伴
う
帰
属
意
識
の
変
化
や
中
国
人
か
つ
日
本
人
と
い
う
ダ
プ
ル
（
重

層
的
）

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
つ
者
の
多
さ
が
、
は
っ
き
り
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

(
Q
1
6
)
中
国
人
を
意
識
す
る
時
で
は
、

外
国
人
登
録
証
の
切
り

替
え
の
時

が
圧
倒
的
で
あ
る
（
六
二

•

四
％
）。

こ
れ
は
前
述
し
た

(
Q
4
)
民
族
的
差
別
を
受
け
た
場
所
に
お
け
る
役
所
と
い
う
回
答

を
合
わ
せ
て
み
れ
ば
行
政
へ
の
批
判
の
声
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る

が
、
他
方
、
日
常
生
活
の
な
か
で
外
国
人
を
意
識
せ
ず
に
暮
ら
し
て

い
る
、
つ
ま
り
日
本
の
社
会
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
る
現
れ
と
し
て

も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
他
、
家
族
ら
の
冠
婚
葬
祭
に
列
席
す
る
時

（三

O
・
六
％
）
と
中
国
チ
ー
ム
の
試
合
を
見
た
時

（
二
八

・

六
％
）
が
、
比
較
的
高
い
。
民
族
的
差
別
を
受
け
た
時

（八

・

六
％
）
が
わ
ず
か
で
、
外
国
人
と
の
共
存

・
融
合
を
目
指
す
神
戸
な

ら
で
は
の
特
徴
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
移
民
の
流
出
入
は
、
移
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
考
察

す
る
方
法
の
一
っ
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
近
年
来
、
香
港
や
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
や
そ
の
他
の

地
域

•

国
か
ら
第
三
国
へ
の
中
国
人

・

華

僑
・
華
人
の
第
二
次
、
第
三
次
…
…
の
流
出
現
象
が
現
わ
れ
て
い
る
。

在
日
華
僑
は
こ
の
よ
う
な
「
地
球
規
模
」
の
流
れ
に
加
わ
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
実
は
在
日
華
僑
史
上
に
も
、
い
く
つ
か
の
比
較
的
大

き
な
人
口
移
動
期
が
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
る
帰
国
や
、

中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
に
よ
る
国
家
建
設
の
た
め
の
帰
国
ブ
ー
ム
、

ま
た
日
中
国
交
正
常
化
に
伴
う
日
本
国
籍
取
得
の
現
象
な
ど
で
あ
る
。

現
在
は
‘

(
Q
2
9
)
将
来
住
み
た
い
国
に
つ
い
て
、

現
在
の
ま
ま
で

よ
い

（九
ニ
・
五
％
）
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
日
本
で
の
定
住
志
向

が
認
め
ら
れ
る
。

で
は
、
神
戸
華
僑
は
ど
う
い
う
姿
で
日
本
に
永
住
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

(
Q
3
1
)
今
後
の
国
籍
に
対
す
る
考
え
で
は
、
現
在
の
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ま
ま
（
中
国
）
が
五
一
•

六
％
で
高
い
率
を
示
す

。

こ
れ
に
対
し
て

日
本
籍
に
変
え
た
い
が
一
六

•

五
％
で
あ
る

。

神
戸
華
僑
の
特
徴
が

表
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

(Q
3
2
)

子
ど
も
の
国
籍
に
対
す
る
考

え

で
あ
る
が
、

現
在
の
ま
ま
で
よ
い

（
三八
•

六
％
）
に
対
し
て
本

人
の
意
志
を
尊
重

（四
l

．
二
％
）
が
上
回

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
子
ど
も
が
親
の
世
代
よ
り
多
様
な
選
択
を
す
る
可
能
性
が
十
分
考

え
ら
れ
る
。

(
Q
3
0
)
l
九
八
五
年
の
改
正
国
籍
法
へ
の
意
見
で
は
、
男
女
平

等
と
い
う
点
で
改
善
さ
れ
た

（
三六
•

五
％
）
、
子
ど
も
が
日
本
国

籍
を
取
得
し
や
す
い

（三
三
・
七
％
）
が
高
く
、
日
本
国
籍
取
得
志

向
の
表
わ
れ
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

華
僑
人
口
の
減
少

へ
の
心
配

(
-
六
•
三
％
）
が
あ
る

。

こ
の
意
見
は
意
外
に
も
若
い

層
に
お
い
て
高
い

。

い
ま
ま
で
筆
者
の
（
聞
き
取
り
と
小
範
囲
の
ア

ン
ケ
ー
ト
）
調
査
、
ま
た
他
の
地
域
に
お
け
る

（ア
ン
ケ
ー
ト
）
調

査
の
結
果
は
、
年
配
層
ほ
ど
華
僑
人
口
の
減
少
を
心
配
し
て
い
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
回
答
結
果
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
所
属
集
団
の
衰

退
へ
の
不
安
な
の
か
、
も
し
く
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
意
識

の
現
わ
れ
な
の
か
、
更
な
る
聞
き
取
り
調
査
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
永
住
者
数
が
全
国
一
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
‘

神
戸
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
‘
世
代
交
替
と
共
に
徐
々
に
変

化
し
て
き
た
。
同
じ
く
華
僑
で
は
あ

っ
て
も
生
活
習
慣
‘
行
動
様
式
、

ま
た
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
起
こ

っ

た
。

一
言
で
い
え
ば
思
考
様
式
か
ら
行
動
様
式
ま
で
中
国
式
の
中
国

人
か
ら
日
中
融
合
文
化
型
の
中
国
人
に
変
わ

っ
て
き
た
。
あ
る
華
僑

（五

0
代
、
二
世
）
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
る
。「
私
が
小
さ
い

頃
の
華
僑
が
本
当
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
…
…
今
の
大
部
分
の
中

国
人
（
華
僑
）
は
、
名
前
は
中
国
名
で
す
け
れ
ど
中
国
語
は
あ
ま
り

話
せ
な
い
し
、
生
活
習
慣
も
日
本
化
し
つ
つ
あ
る
。
二
世
、
三
世
、

四
世
に
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
強
く
な
り
ま
す
」
。
な
お

華
人
に
な

っ
た
者
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
は
さ
ら
に
大
き
い

も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
神
戸
華
僑
は
世
代
交
替
に
つ
れ
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
変

化
し
て
き
た
が
、
な
お
多
く
の
人
か
中
国
人
の
ま
ま
で
日
本
に
永
住

し
て
い
る
の
は
、
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
か
。
ま
た
ダ
ブ
ル

（重
層

的
）
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
中
身
は
何
だ
ろ
う
か

。
呉
健
行

•

同

文
学
校
校
友
会
長

（五

0
代
前
半
‘
三
世
）
は
次
の
よ
う
に
語

っ
て

い
る
。
「
自
分
が
本
当
の
中
国
人
で
あ
る
と
い
う
に
は
‘
あ
ま
り
に

も
日
本
的
で
す
。
し
か
し
、
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
と
言
い
切
る
に

は
あ
ま
り
に
も
中
国
的
で
あ
っ
た
か
ら
。
『
半
桶
水
』
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。
結
局
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で

す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
十
分
に
果
た
す
役
割
も
あ
り
ま
す
。

日
中
双
方
の
架
け
橋
と
し
て
、
今
後
い

っ
そ
う
重
要
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
…
…
日
本
の
華
僑
も
出
自
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
上
で
日
本
と
中
国
双
方
の
友
好
に
精
魂
を
傾
け
る
の
が
筋

(32
)
 

道
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
」
。
こ
れ
は
‘
す
な
わ
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ち
一
外
国
人
と
し
て
、

一
華
僑
と
し
て
日
中
双
方
の
社
会
文
化
の
吸

収
者
と
い
う
長
所
を
発
揮
し
て
日
中
両
国
の
発
展
と
交
流
に
役
立
つ

志
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

2

在
日
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化

前
述
し
た
よ
う
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
民
族

・
文
化

・
国
家
の

そ
れ
ぞ
れ
に
規
制
さ
れ
、
ま
た
時
代
と
社
会
の
変
動
に
よ
っ
て
変
化

し
う
る
。
で
は
‘
長
い
歴
史
と
社
会
の
変
遷
の
な
か
で
、
在
日
華
僑

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
ど
の
よ
う
な
特
徴

を
持
つ
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
簡
単
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
五
点

を
あ
げ
て
お
こ
う
。
今
後
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
調
査

・
研
究
を
行
い
‘

ま
と
め
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

①
表
9
は
‘
在
日
華
僑

・
華
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
遷
モ

デ
ル
で
あ
る
。
華
僑

・
華
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
を
時
代

と
年
齢
及
び
世
代
に
よ
っ
て
三
類
型
に
分
け
て
い
る
。
老
華
僑
は
エ

ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(e
t
h
n
i
c
id
e
ntity
)
を
も
つ
。

エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
「
原
初
的
な
親
近
と
愛

着
」
（
ハ
ロ
ル
ド
•
R

・

ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
）
を
基
底
に
し
て
構
成
さ

れ
て
い
る
も
の
を
指
し
、
出

身
地

・

血
縁

•

名
前

・

言
語

・

宗
教

・

習
俗

・
倫
理
な
ど
を
含
む
。
つ
ま
り
、
出
身
地
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

1
1

「
哲
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
1
1

「
基
本
的
集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ」

1
1

中
国
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
意
味
で
あ
る
。
中
年
華
僑

は
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

(nati
o
n
a
l
identity
)
を

も
つ
。
祖
国
の
生
活
体
験
は
な
い
け
れ
ど
、
父
祖
か
ら
故
郷
や
戦
争

の
話
を
聞
か
さ
れ
、
ま
た
冷
戦
時
代
の
差
別
体
験
を
受
け
た
り
し
て

成
長
し
て
き
た
。
彼
ら
は
中
国
国
籍
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
い
う
具
象
を
、
国
籍

(na
tion
a
lit
y)

に
こ
だ
わ
る
こ
と
で

保
持
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
国
国
籍
を
放
棄
し
、

文
化
の
面
だ
け
で
は
な
く
政
治
的
に
も
日
本
人
化
し
て
い
く
者
も
い

る
。
青
年
華
僑
に
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ

(t
r
a
n
s
n
a
t
i
o
n
a
l
identity
)
 (国
境
を
越
え
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
）
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
国
際
社
会
の
発
展
と
多
元

的
文
化
の
中
で
の
成
長
が
そ
の
基
盤
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
に

は
「
中
国
人
と
し
て
の
誇
り
を
も

っ
て
」
生
き
て
い
く
つ
も
り
の
若

者
も
い
れ
ば
、
日
本
国
籍
を
取
得
し
て

H
本
人
と
し
て
暮
ら
し
て
い

る
者
も
い
る
。
ま
た
中
国
か
日
本
か
ど
ち
ら
か
の
国
籍
を
も
ち
な
が

ら
マ
ー
ジ
ナ
ル

・
マ
ン
、
ア
ジ
ア
人
、
国
際
人
、
地
球
人
と
し
て
生

き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
者
も
い
る
。
た
だ
し
、
現
実
に
は
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
個
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
で
あ
る
し
、

ま
た
帰
属
意
識
も
重
層
的

・
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
三

類
型
の
モ
デ
ル
は
各
世
代
（
戦
前
の
世
代

・
日
中
国
交
正
常
化
以
前

の
世
代

・
日
中
国
交
正
常
化
後
の
世
代
）
の
帰
属
意
識
の
も
っ
と
も

特
徴
的
な
と
こ
ろ

（
あ
る
い
は
典
型的
な

パ
タ
—
ン

）
を
示
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
在
日
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
お
け
る
も
っ
と
も
大
き
な
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表9 在日華僑・華人のアイデンティティの変遷モデル

項

モデル i老華僑

！ （戦前の世代）

！ 中年華僑 ！青年華僑

！（日中国交正常化以前の世代）！（日中国交正常化後の世代）

年 齢 : 6 0歳以上 :40-60歳前後 :18-40歳

世代 : 1-2世 : 2 -3世 i 3 -5世

歴史の年代と日中 i戦前-1945 !1945-1972!1972-現在
関係 ＇ ！（戦前・日中戦争） ：（東西冷戦国交断絶） ！（国交正常化）

---------------------------―→一―------------------------―→ー―-------------------------,一――-------------------------
1. モデルの類型 ！強い出自志向型 ！双方向ジレンマ型 i重層的・多様型

2. アイデンティティの！エスニック・アイデンティ ｝ナショ ナル・アイ デンティ！ト ランスナショナル・ア

パターン ！ティ iティ iイデンティティ

(ethnic identity) : (national identity): (transnational identity) 

’①中国人アイデンティティ 慣）中国人アイデンティティi①中国人アイデンティティ
！②ダプル・アイデンティティiRダブル・アイデンティティi②ダプル・アイデンティティ

！（中日型） ！（中日型・日中型） ！（中日 型 • 日中型）

:R 日本人アイデンティティ i③日本人アイデンティティ

i④マージナル・マンi④マージナル・マン
: （どちらにもつかない）！（どちらにもつかない

i「アジア人」、「国際人」、
！「地球人」など）

3. 杜会生活の文 ！郷土・ネll.目伝統文化、同！中日の政治・法律・社会・i多元文化

文化 ＇ 

直）依存型（密接） i①依存型（密接）
i②遊離型（弛緩） ！②遊離型（弛緩）

：③自立型（疎遠）

：定住

化背景

4. 華僑社会との

関係

5. 居住志向

6. 生活パターン

7. 婚姻パターン

9. 子女の国籍

郷人の連帯感

！依存型（密接）

I帰郷→定住
！中国地域文化型

！同郷人同士

！中国

定 住

中国地域・ 日本文化混在型 i日本：文：ィヒ型

中国人同士 ！国際結婚（日本人と）

中国・日本 ！日本が主
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特
徴
は
、
戦
後
、
他
国
の
華
僑
と
比
べ
て
中
国
と
い
う
国
籍
に
こ
だ

わ
る
こ
と
で
中
国
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
積
極
的
に
保
持
し
続
け

て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
日
中
戦
争
に
よ
る
対
立

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
原
初
的
愛
着
の
強
さ
は
‘
情
緒
的
な
凝
集
カ

が
何
ら
か
の

『同
種
意
識
』
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
敵
対
者
に
つ
い

(33) 

て
の
外
か
ら
の
規
定
か
ら
も
出
て
く
る
」
の
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
に

お
い
て
も
、
戦
争
処
理
の
未
解
決
状
態
、
日
常
生
活

・
就
職
時
に
お

け
る
差
別
、
政
治
的

・
文
化
的
同
化
を
強
い
ら
れ
る
「
帰
化
」
な
ど

の
体
験
の
な
か
で
多
く
の
華
僑
は
日
本
社
会
に
対
し
て
抵
抗
感
を
抱

い
て
ぎ
た
。
つ
ま
り
、
日
本
社
会
の
差
別
構
造
は
逆
に
在
日
華
僑
の

中
国
人
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

③
台
湾
華
僑
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
葛
藤
は
‘
一
般
的
に
い
え
ば

大
陸
出
身
の
華
僑
よ
り
さ
ら
に
複
雑
で
深
刻
で
あ
る
。
戴
国
渾
氏
は

次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
台
湾
人
華
僑
一
世
の
抱
く
帰
属
感

へ
の
不
安
は
‘
主
と
し
て
植
民
地
支
配
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
に
よ
る
五

0
年
の
支
配
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
被
支

配
者
側
の
文
化
・
言
語

・
民
族
意
識
を
磨
滅
し
、
解
体
さ
せ
た
の
で

す
。
帰
属
感
へ
の
不
安
は
‘
中
華
街
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ラ

イ
フ
を
過
ご
す
こ
と
が
な
い
た
め
に
も
起
こ
り
、
ま
た
台
湾

・
大
陸

双
方
の
政
治
的
混
乱
と
混
迷
に
よ

っ
て
も
促
進
さ
れ
、
動
揺
に
ま
で

昂
進
し
ま
し
（竺

゜

④
在
日
華
人
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
だ

い
た
い
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

―
つ
は
、
出
自
を
捨
て
、
政
治
的

に
も
社
会

・
文
化
的
に
も
日
本
人
に
同
化
し
て
い
く
パ
タ
ー
ン
で
あ

る
。
い
ま
―
つ
は
‘
法
律
的
に
は
日
本
国
籍
に
変
わ

っ
た
が
、
中
華

民
族
の
出
自
を
保
っ
た
ま
ま
日
本
社
会

1
生
活
し
て
い
く
融
合
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
る
。
前
者

の
場
合
‘
華
人
と
は
い
い
難
く
‘
む
し
ろ

日
本
人
と
い
う
ほ
う
が
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
後
者
は
日
本

人
で
あ
る
が
華
人
で
も
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
特
に
日
本
国
籍

を
取
得
し
た
人
々
の
多
く
は
‘
就
職
・
結
婚
に
際
し
て
、
仕
事
の
便

宜
上

（出
入
国
の
手
続
き
な
ど
）
、
日
本
国
籍
に
変
え
ざ
る
を
え
な

く
な

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
「
私
は
た
だ
国
籍
を
変
え
た
だ

け
で
す
。
私
は
や
は
り
中
国
人
で
す
」
と
い
う
の
は
、
後
者
の
帰
属

意
識
の
表
わ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
の
華
人
が

共
通
の
問
題
に
ぶ
つ
か

っ
て
い
る
。
帰
化
し
て
も
日
本
社
会
に
受
け

入
れ
ら
れ
ず
「
二
等
日
本
人
」
、
「
国
籍
が
変
わ

っ
て
も
違
う
も
の
だ

と
見
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
、
「
板
挟
の
苦
し
み
（
中
国
人
社

会
を
離
脱
し
た
が
、
日
本
人
社
会
に
入
れ
な
い
）
」
な
ど
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
が
続
く
。

⑤
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
に
伴
い
、
日
本
国
籍
取
得
（
「
帰

化
」
）
、
国
際
結
婚
、
出
生
児
の
日
本
国
籍
取
得
な
ど
の
数
が
増
え
続

け
、
在
日
華
僑
は
華
人
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
若
い
層
の

変
化
は
明
ら
か
で
あ
る
。
華
僑
団
体
、
華
僑
学
校
‘
華
僑
社
会
は
こ

の
厳
し
い
変
動
に
直
面
し
て
お
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
保
持
及

び
華
僑
社
会
の
維
持
存
続
は
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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婚
姻

I

国
際
結
婚
へ

通
常
、
み
ず
か
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
移

民
集
団
が
よ
く
と
る
方
法
の
―
つ
に
内
婚
制
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
婚

姻
か
家
族
や
親
族
組
織
と
い
う
社
会
の
基
底
的
な
集
団
を
構
成
す
る

社
会
関
係
で
あ
る
以
上
、
移
民
集
団
内
部
で
の
通
婚
は
、
そ
の
社
会

集
団
を
維
持
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
し
て
い
く
上
で
基
本

的
か
つ
も

っ
と
も
自
然
な
紐
帯
と
な
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に

(35
)
 

日
本
の
華
僑
社
会
も
そ
の
た
め
に
た
ゆ
み
な
い
努
力
を
し
て
き
た

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
こ
二

0
年
来
、
日
中
関
係
の
改
善
と
相

互
交
流
の
活
発
化
に
つ
れ
、
在
日
華
僑
の
婚
姻
は
‘
華
僑
同
士
の
結

婚
か
ら
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
へ
と
急
速
に
推
移
し
て
き
た
。
と
り

わ
け
世
代
交
替
に
よ
る
変
化
は
明
ら
か
で
あ
る
。
表
10
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
全
体
か
ら
み
れ
ば
婚
姻
観
は
社
会
の
変
化
に
つ
れ
、

「伝
宗
接
代
」
の
伝
統
的
観
念
と
同
郷
人
・
同
国
人
同
士
で
結
婚
す

べ
き
だ
と
い
う
意
識
が
し
だ
い
に
消
え
つ
つ
あ
り
、
世
代
交
替
に
伴

い
、
当
事
者
自
身
の
感
情
を
も
っ
と
も
重
視
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
必
然
的
に
内
婚
の
伝
統
が
く
ず
れ
、
国
際
結
婚

へ
と
移
行
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
世
代
ご
と
に
み
れ
ば
、
お
お
よ
そ

老
華
僑
は
同
郷
人
同
士
、
中
年
華
僑
は
中
国
人
同
士
、
若
者
は
国
際

結
婚
と
い
う
三
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
国
際
結
婚
の
波
紋
は
、
家
族
と
い
う
最
小
の
社
会
基
礎
集
団
か

ら
さ
ら
に
血
縁
、
地
縁
、
学
縁
‘
業
縁
関
係
へ
と
広
が
り
、
華
僑
社

会
に
深
い
変
化
を
も
た
ら
し
て
き
て
い
る
。
な
お
今
回
の
調
査
に
よ

れ
ば
、

結
婚
年
齢

（
未
婚
者
に
よ
る
回
答
も
含
む
）
と
し
て
二
五
歳

か
ら
二
九
歳
の
層
が
も
っ
と
も
高
く
‘
五

0
•

三
％
を
示
し
て
い
る

。

つ
ま
り
華
僑
社
会
で
は
‘

三
〇
ー
三
五
年
前
後
の
ス
ピ
ー
ド
で
世
代

交
替
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

表
11
は
‘
こ
こ
二
七
年
間
の
全
国
の
在
日
中
国
人
の
結
婚
相
手

（
配
偶
者
）
の
推
移
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
の
統
計
で
は
、
夫
中
国

人

・
妻
日
本
人
組
(
-
五
八
）
、
夫
婦
と
も
中
国
人
組

(
-
三

O
)
、

妻
中
国
人
・
夫
日
本
人
組
(
―
ニ
―
)
の
順
で
、
日
本
人
と
の
国
際

結
婚
は
す
で
に
過
半
数
を
占
め
‘
合
計
六
六
％
と
な
っ
て
い
た
。
全

体
か
ら
み
れ
ば
六

0
年
代
後
半
か
ら
七

0
年
代
前
半
ま
で
は
、

中
国

人
と
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
率
は
七

0
％
強
で
あ
り
、
七

0
年
代
後

半
は
八
五
％
に
達
し
、
八

0
年
代
以
降
‘
平
均
九

一
％
の
率
を
維
持

し
て
お
り
、
一

0
人
の
う
ち
九
人
は
配
偶
者
が
日
本
人
に
な
っ
て
い

る
（
華
人
も
日
本
人
配
偶
者
の
な
か
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
内
訳
は
調
査
不
可
能
で
あ
る
）
。
本
稿
の
華
僑
の
定
義
と
在
留

外
国
人
統
計
を
参
考
に
し
て
み
る
と
‘
六

0
年
代
は
‘
日
本
人
と
結

婚
し
た
中
国
人
は
ほ
と
ん
ど
旧
華
僑
だ
と
み
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
当
時
‘
華
僑
と
日
本
人
と
の
通
婚
率
は
す
で
に
六

六
％
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
三

0
年
経
っ
た
現
在
、
旧
華
僑

の
日
本
人
と
の
通
婚
率
は
低
く
見
て
も
八

0
％
を
超
え
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
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表10 在日華僑・華人の婚姻の変遷モデル

~ 
青年華僑

齢

代

年

世

老華僑

（戦前の世代）

6 0歳以上

1 -2世

中年華僑

(B中国交正常化以前の世代）I (B中国交正常化後の世代）

4 0 -6 0歳前後

2-3世
-----------------------

変革型

中国人同士

中国（日本）

新 ・旧観念交錯

（親が中心→本人が中心）

見合い結婚が主

同郷人→中国人

（中国人をよしとする）

1. モデルの類型 伝統型

2. 婚姻のパターン 同郷人同士

3. 当事者の国籍 中 国

4. 婚姻観念 伝統観念

（伝宗接代等）

5. 配偶者選択の方式 親が決定・仲人のすすめ

6. 配偶者選択の基準 同郷人

（故概の隣村を第一とする）

1 8 -4 0歳

3-5世
・-----------------
自由型

国際結婚（日本人と）

中国 ・日本

新観念

（本人の意向が第一）

恋愛結婚が主

本人が気にいった人

（国籍籍貫を問わぬ）

7. 配偶者選択の範囲 I親の生活圏 親•本人の生活幽 本人の生活圏が主

（同郷人が主） （同郷・中国人社会が中心） （日本社会へと拡大）

8. 知り合うきっかけ 第三者の紹介 （親戚•同郷等） 紹介 • 恋愛 恋愛 ・紹介

（血縁 ・地縁） （血縁・地縁業縁・学縁） （学縁・娯楽縁・業縁）

9. 配偶者の決定権 親 親•本人双方の同意本人

10. 婚前交際 なし・きわめて少ない第三者の立ち会いのもと、 自由な交際

限られた回数→自由な交際

11. 招待状の文字

12. 結婿式を挙げる場所

13. 婚礼の形式

14. 披露宴の方式

15. 来賓と当事者の関係

16. 新居

17. 妻の名前の変化

A夫中国人妻中国人

中国語

夫方の家

伝統的中国式

中国語・日本語併用

夫方の家・中華料理店・華僑

学校など

中国式が多い

日本語の場合が多い

レストラン・教会・神社

など

中 ・日併用

中国式 中国式が主 中 ・日式が併存

親の友人 ・同郷人 父親の友人が主 当事者・親双方の友人

夫方の家族と 同居 夫方の家族と同居→別居別 居

中国名 中国名が多い 日本名が多い

①夫姓＋妻姓名②夫姓＋妻名 ①夫姓＋妻名②妻元の姓名 CDうミ女生+~名i

B夫中国人・妻日本人 CD夫姓＋妻名

C夫日本人・妻中国人 ①夫姓＋妻名

18. 子女の国籍 中 国

19. 棄僑社会への栢姻の影響 中国人が増加

20. 婚嬬とアイテンティティの関連 I 中国人アイテンティティの強化
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①夫姓＋妻名

①夫姓＋妻名

中国 ・日本

中国人の増加

①夫姓＋妻名→②蜃姓十夫名

①夫姓＋妻名

日本が主

日本人の増加

中国人アイデンティティの保持又は弱化 I 重Iii的・多様なアイデンティティ



表11 在日中国人の結婚相手 （配偶者）の推移 （単位：組）

夫 中国人 妻 中国人 合計 国際結婚率（％）

年 妻中国人 妻日本人妻他の外国人 夫日本人夫他の外国人 （日本人＋中国人）

1965 130 158 2 121 12 423 66.0 

66-69 469 743 19 636 46 1,913 72.1 

70-74 732 1,093 95 1,937 123 3,980 76.1 

75-79 563 1,056 58 3,261 127 5,065 85.2 

80-84 569 1,310 81 6,866 142 8,968 91.2 

85-89 1,083 2,206 93 11,109 201 14,692 90.6 

90-91 794 1,497 69 7,485 148 9,993 89.9 

合 計 4,340 8,063 417 31,415 799 45,034 

％ 9.6 17.9 0.9 69.8 1.8 100 87.7 

注 田中宏「戦後日本における中国人の地位の推移」げ紀要 —―ー 地域研究•関連諸科学編』 第 16号、

愛知県立大学外国語学部、 1983年）54頁、陳正雄氏からの査料提供、 『人口動態統計』より作成

表12 82~91年在日中国人の人口推移 （単位 ：人）

年別 登録人口 出生児数 死亡者数 自然増

1982 59,122 666 304 362 

1983 63,164 700 283 417 

1984 67,895 790 243 547 

1985 74,924 401 277 124 

1986 84,397 462 257 205 

1987 95,477 628 262 366 

1988 129,269 764 313 451 

1989 137,499 803 310 493 

1990 150,339 961 313 648 

1991 171,071 1,040 331 709 

注’厚生省 r人口動態統計』より作成
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続
い
て
出
生
児
数
の
推
移
を
み
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば

一
九
八
〇

I
八
四
年
に
全
部
で
八
、
九
六
八
組
の
夫
婦
の
う
ち
‘
①
中
国
人
夫

婦
組
は
五
六
九

（
六
•

三
％
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
夫
中
国

人
・

妻
日
本
人
組
は
一
、
三
一

〇
(

-
四
•
六
％
）
で
あ
り
、
③
妻

中
国
人

・

夫
日
本
人
組
は
六
、
八
六
六
（
七
六
•
六
％
）
に
達
し
て

い
る
。
一

九
八
五
年
改
正
国
籍
法
施
行
の
前
で
あ

っ
た
た
め
‘
③
の

縁
組
に
よ
る
出
生
児
だ
け
は
日
本
籍
に
な
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
七

六
•

六
％
と
い
う

圧
倒
的
な
割
合
で
あ
る

。

残
る
①
と
②
の
合
計
二

0
•

九
％
の
縁
組
に
よ
る
出
生
児
が
中
国
籍
に
な
る
わ
け
で
あ
り
、

日
本
籍
と
中
国
籍
の
比
率
は
約
四
対
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
八
五

年
以
降
、
②
夫
中
国
人

・
妻
日
本
人
組
の
出
生
児
の
国
籍
も
日
本
国

籍
に
変
わ

っ
た
た
め
、
中
国
籍
取
得
の
出
生
児
は
‘
①
中
国
人
夫
婦

組
（
わ
ず
か
六
•
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い

）
か
ら
し
か
生
ま
れ

な
い
こ
と
に
な

っ
た
。
現
に
表
12
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
在
日
中
国
人

の
出
生
児
数
に
つ
い
て
、
一
九
八
五
年
は
一
九
八
四
年
か
ら
み
る
と

半
減
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
出
生
児
の
両
親
の
半
数
は
‘
②
夫
中
国

人

・
妻
日
本
人
組
の
国
際
結
婚
だ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の

よ
う
に
、
旧
華
僑
の
出
生
児
数
は
‘
ま
す
ま
す
滅
少
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
一
九
八
七
年
以
降
、
在
日
中
国
人
全
体
の
出
生
児
数
は
増
加

傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
新
華
僑
及
び
留
学
生
‘
就
学
生

な
ど
の
旧
華
僑
以
外
の
在
日
中
国
人
の
増
加
と
と
も
に
、
彼
ら
の
出

生
児
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
た
め
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
て
国
際
結
婚
に
よ

っ
て
、
後
継
ぎ
、
自
営
業
の
後
継
者
や

親
戚
付
き
合
い
‘
僑
校
の
生
徒
源
、
僑
団
の
活
動
な
ど
を
め
ぐ
る
l

連
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
華
僑
社
会
で
は
二
次
的
、
三
次
的
、
四

次
的
な
玉
突
き
現
象
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
国
際
結
婚

に
よ
る
姻
縁
・
血
縁
関
係
の
大
き
な
変
容
に
伴
い
、
華
僑
社
会
に
は

重
大
な
変
化
が
現
わ
れ
、
家
庭
、
家
族
と
い
う
基
礎
的
次
元
に
お
い

て
過
去
ど
の
時
期
よ
り
も
日
本
人
社
会
と
密
接
に
結
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
次
に
今
回
の
調
査
デ
ー
タ
を
通
じ
て
、
よ
り
く
わ
し

く
そ
の
変
容
ぶ
り
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
回
答
者
の
婚
姻
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
‘
未
婚
六
四
人
（
ニ

四
•

九
％
）、
既
婚
一
九
0
人

（七
三
・
九
％
）、
そ
の
他
（
配
偶
者

死
亡
な
ど
）
三
人

（一

・
ニ
％
）
で
あ
る
。
既
婚
者
一
九
三
人
の
配

偶
者
の
内
訳
は
華
僑
九

二
人

（四
七
•
七
％

）、
華
人
一
九
人

（
九
·

八
％
）
、
日
本
人
七

八
人
（
四
0

•

四
％
）、
そ
の
他
四
人

（ニ

・
一
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
と

の
国
際
結
婚
率
は
四

0
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
う
ち
若
い
層
ほ
ど
国
際
結
婚
率
が
高
く

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
五
五
歳
以
上

（
二
三

・
一
％
）
、
三
五
ー
五

四
歳

（
三
八
•

六
％
）
‘
-
八
ー
三
四
歳

（
六
一
•

五
％
）
と
い
う

増
加
ぶ
り
で
あ
る
。
も
し
華
人
と
の
結
婚
を
も
加
え
る
と
そ
の
率
が

さ
ら
に
高
く
な
り
、
華
僑
社
会
に
入
ら
な
い
出
生
児
の
増
加
を
示
唆

し
て
い
る
。

(Q
3
4
)

結
婚
相
手
を
選
ぶ
際
、

大
事
な
こ
と
と
し
て
、
愛
情

（
六
七
・

ニ
％
）
、
性
格

（
六
六
•
八
％
）
、
価
値
観

（
四
ニ
・

八
％
）
に
集
中
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中
国
人

(
-
九

・
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二
％
）
、

同
郷
出
身
者

(
1
0
・
0
%
）、

親
の
希
望

(
I
O
・

八
％
）
の
回
答
は
主
に
四
五
歳
以
上
の
華
僑
で
あ
り
、
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
も
低
い

。
こ
れ
は
世
代
交
替
に
伴
い
、
国
籍
重
視
か
ら
個
人
の

意
志
重
視
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
な
お

女
性
は
経
済
、
男
性
は
容
姿
や
健
康
を
重
視
す
る
傾
向
か
あ
り
、
性

別
に
よ
る
選
択
の
違
い
を
表
わ
し
て
い
る
。

(
Q
3
5
)
結
婚
相
手
と
知
り
合

っ
た
き

っ
か
け
は
‘
一
番
多
い
の

が
家
族
、
親
戚
、
親
の
友
人
の
紹
介

（
三
一
•

四
％
）
で
あ
る

。

そ

し
て
年
齢
の
高
い
層
ほ
ど
こ
の
傾
向
は
高
い
。
若
い

層
は
勤
務
先

（
一九
・

九
％
）
と
学
校
関
係

(
-
八
•

八
％
）
が
比
較
的
高
い
。

配
偶
者
選
択
の
自
主
性
や
範
囲
の
広
が
り
が
う
か
か
え
、
姻
縁

（血

縁
）
と
学
縁

・
業
縁
の
交
錯
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
。

(
Q
4
2
)
結
婚
招
待
状
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
は、

中
国
語

（三

五
·

六
％
）
よ
り
も
、
日
本
語

（
三七
•

四
％

）
の
方
が
高
い

。

中

国
語
と
日
本
語
の
両
方

（ニ―
1

一
・
三
％
）
を
も
加
え
れ
ば
日
本
人
の

友
人
や
国
際
結
婚
の
増
加
が
う
か
か
え
よ
う
。

(
Q
4
5
)
披
露
宴
を
行
っ
た
場
所
に
つ
い
て
‘

中
華
料
理
店

（六

九

・
ニ
％
）
が
断
然
高
い
。
な
お
配
偶
者
が
日
本
人
の
場
合
、
ホ
テ

ル
が
や
や
多
い
。

こ
れ
は
‘
民
族
的
慣
習
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
中
華
料
理
店
は
‘
老
若
男
女
の
華
僑
間
の
親
睦
を
深
め
る
場
所

と
な

っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
Q
4
6
)
仲
人
を
し
て
も
ら

っ
た
人

は‘

親
の
友
人

（
三
八

・

六
％
）
が
高
い

。
そ
の
他

（
二
三

・
九
％
）
‘

華
僑
社
会
の
名
望
家

（
一
三

・
O
％
）、

僑
校
の
校
長
ま
た
は
先
生

（
六
•

五
％
）
、
自
分

の
上
司

(
10
•

九
％
）。

配
偶
者
が
日
本
人
の
場
合
、

自
分
の
上

司
と
そ
の
他
が
高
い

。
こ
れ
は

(
Q
4
0
)
婚
約
証
明
人
は
だ
れ
か

の

回
答
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
両
者
を
あ
わ
せ
れ
ば
血

縁
、
地
縁
第

一
の
中
国
と
職
場
関
係
重
視
の

日
本
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
は
日
中
の
社
会
構
造
の
相
違
の
表
わ
れ
と
み
る
べ
き
だ
ろ

~

゜

、
っ
カ

(Q
4
7、

Q
4
8
)披
露
宴
の
出
席
者

に
つ
い
て
、

親
戚

•

知
人
の

別

で
み
る
と
、

親

や
親
戚
と
自
分
の
知
人
と
が
半
々

（四
〇

．

四
％
）
か
一
番
高
い
。
国
籍
別
で
は
‘

華
僑
・
華
人
が
多
数

（三

七
•
九
％
）
、華
僑
・
華
人
と
日
本
人
が
半
々

(
-
予
八•
四
％
）
と
、

は
ぱ
同
じ
比
率
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
結
婚
の
当
事
者
が
国
際
結

婚
か
日
本
人
経
営
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
か
に
よ
る
だ
ろ
う
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
華
僑
の
婚
姻
に
お
い
て
は
日
本
人
、
日
本
社
会
と
の

か
か
わ
り
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

(
Q
5
1
)
結
婚
後
の
居
住
状
況

は‘

二
人
で
新
居
に

（七
七

・

五
％
）
が
圧
倒
的
に
高
い

。

夫
の
親
と
同
居

（
ニ
―
•
九
％
）、

妻

の
親
と
同
居

(
O
•

五
％
）
は
少
な
い

。

核
家
族
の
生
活
パ
タ
ー
ン

が
う
か
が
え
る
。

(
Q
5
2
)
結
婚
に
よ
る
国
籍
の
変
更
に
関
し
て
、

中
国
籍
の
ま
ま

（八

O
・
七
％
）
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
そ
の
他
日
本
籍
に
変
え
た

（
一
六
•

六
％
）
、
そ
の
他

（
ニ
・

一
％
）、

出
産
を
契
機
に
変
え
た

(
O
•

五
％
）
な
ど
で
あ
る

。

日
本
人
の
配
偶
者
の
比
率
（
四
O

·
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四
％
）
と
対
照
し
て
み
れ
ば
婚
姻
に
よ
る
国
籍
の
変
化
は
、

時
点
よ
り
そ
れ
以
後
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(
Q
5
4
)
日
本
人
と
の
結
婚
に
対
す
る
考
え
で
あ
る
が
、
好
き
で

あ
れ
ば
か
ま
わ
な
い

（
八
二
•

四
％
）
が
断
然
高
い
の
に

対
し

、
や

は
り
中
国
人
の
方
が
よ
い

(
―
二
•

四
％
）
は
意
外
に
低
い
。
そ
の

内
訳
を
み
る
と
年
齢
の
高
い
層
に
多
い
。
さ
ら
に
日
本
人
の
方
が
よ

い
と
い
う
の
は
五

・
ニ
％
に
す
ぎ
な
い
。
日
本
人
と
の
結
婚
を
で
き

れ
ば
避
け
た
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
国
際
結
婚
が
多
い

と
い
う
事
実
と
ど
う
整
合
的
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
複
雑
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
結
婚
相
手
を
選
択
す

る
意
志
と
実
際
の
結
婚
相
手
と
の
間
に
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
表
わ
れ

て
お
り‘

注
目
さ
れ
る
。
次
に

(Q
5
7
)
子
供
の
結
婚
相
手
に
対
す

る
考
え
は
‘
人
物
次
第
で
国
籍
に
こ
だ
わ
ら
な
い

（
八
五
•

四
％
）

が
圧
倒
的
で
あ
る

。

中
国
人
が
よ
い

（
一
―
•

三
％
）、
同
郷
人
が

よ
い

（
三
•

三
％
）
は
低
い
が

、

世
代
を
超
え
た
民
族
意
識
の
継
承

は
看
過
で
き
な
い
。
全
体
的
に
み
て
こ
れ
か
ら
華
僑
の
若
者
の
国
際

結
婚
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

(
Q
5
5
)
日
本
人
と
の
結
婚
に
対
す
る
親
の
意
見
に
つ
い
て
は
‘

強
く
反
対
す
る

(
-
五
•
七
％
）
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

。

し
か
し
、

反
対
だ
が
最
終
的
に
相
手
次
第

（
四
六
•

七
％
）
、
反
対
も
喜
ぴ
も

し
な
い

(1
0

・
0
%
）
を
加
え
る
と
素
直
に
賛
成
の
意
見
を
示
さ

な
い
ケ
ー
ス
は
七
二
•
四
％
の
高
い
率
に
な
る

。

こ
れ
に
対
し
て
賛

成
す
る
（
二
七

•

五
％
）
は
三
分
の
一
弱
程
度
で
あ
る

。

ま
た
日
本

結
婚
の

人
と
結
婚
し
た
当
事
者
の
場
合
、
親
が
賛
成
し
た
と
い
う
の
は
三

O
•
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

。

日
本
人
と
の
国
際
結
婚
の
場
合
、

恋
愛
か
ら
結
婚
ま
で
進
む
に
は
、
当
事
者
の
苦
労
が
相
当
に
あ
る
こ

と
が
う
か
が
え
よ
う
。
賛
成
で
き
な
い
と
い
う
も
の
の
、
比
率
が
こ

れ
は
ど
高
い
の
は
神
戸
華
僑
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

(
Q
5
6
)
配
偶
者
（
日
本
人
）
の
親
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
強
く

反
対
す
る

（九
•
三
％
）
は
き
わ
め
て
低
い

。

最
初
は
反
対

、

後
に

認
め
て

く
れ
た

（
三
ニ

・
0
%
）
、

反
対
も
喜
ぴ
も
し
て
く
れ
な
か

っ
た

(
―
二

・
O
％
）
を
加
え
る
と
五
三

・
三
％
に
な
る
。
こ
れ
に

対
し
て
賛
成
し
て
く
れ
た

（
四
六

・
七
％
）
か
比
較
的
高
い
。

(
Q
5
8
)
国
際
結
婚
の
生
活
で
悩
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
文
化
の

違
い
に
よ
る
夫
婦
間
の
摩
擦

（
四
七

・
ニ
％
）
、

相
手
の
家
族
・
親

族
づ
き
あ
い

（
四
三
•

一
％
）
、子
ど
も
の
教
育

（
四
一
・

七
％
）
、

こ
の
三
つ
が
格
段
に
高
い

。
役
所

（
ニ
ニ

・
ニ
％
）
が
嫁
姑
の
関
係

（
ニ
ニ

・
ニ
％
）
と
同
じ
く
比
較
的
高
い
。
核
家
族
で
居
住
し
な
が

ら
も
夫
婦
間
の
文
化
摩
擦
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
族

・
親
族
と
の
関
係

や
、
近
隣
関
係
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
含
む
子
供
の
教
育
、
さ
ら

に
日
本
の
行
政
機
関
の
問
題
点
な
ど
、
国
際
結
婚
に
よ
る
夫
婦
生
活

を
送
る
に
は
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
や
努
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
う
か

が
え
よ
う
。
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七
国
籍
の
変
化
|
|
華
人
へ

戦
後
半
世
紀
、
日
本
、
中
国
及
び
国
際
社
会
は
巨
大
な
変
化
を
経

て
き
た
。
時
代
の
変
化
に
つ
れ
、
世
代
交
替
に
伴
い
、
在
日
華
僑
社

会
に
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き
た
。
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
注
目

さ
れ
る
の
は
、
中
国
籍
か
ら
日
本
国
籍
へ
の
転
換
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
華
僑
か
ら
し
だ
い
に
華
人
、
あ
る
い
は
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
マ
ン
に
移

り
変
わ
り
つ
つ
あ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
国
籍
に
見
る
変
化
は
、
華

僑
社
会
の
基
盤
を
根
底
か
ら
揺
る
が
せ
、
そ
の
行
方
に
か
か
わ
る
重

大
な
問
題
で
あ
る
。
国
際
結
婚
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
出
生
児
の

国
籍
の
変
化
に
対
す
る
前
章
で
の
考
察
に
次
ぎ
、
本
章
で
は
当
事
者

本
人
が
み
ず
か
ら
日
本
国
籍
取
得
を
選
択
す
る
と
い
う
行
為
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
よ
う
。

表
13
を
通
し
て
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
八
一
年
ま
で
の
在
日
中

国
人
の
「
帰
化
」
許
可
者
数
の
推
移
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
一

年
現
在
、
中
国
人
日
本
国
籍
取
得
者
数
は
ほ
ぼ
二
万
七
、

0
0
0
人

で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
み
れ
ば
七
一
年
ま
で
の
年
平
均
日
本
国
籍
取

得
者
数
は
二
四
七
人
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
二
年
日
中
国
交
正
常
化

直
後
の
七
三
、
七
四
年
に
示
さ
れ
た
異
常
に
高
い
数
字
を
除
い
て
七

二
年
か
ら
八
一
年
ま
で
の
年
平
均
数
は
一
、
四
五
一
人
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
一
、
五

0
0
人
前
後
の
増
加
率
が
推
測
で
き
よ
う
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
試
算
す
れ
ば
一
九
九
二
年
現
在
、
日
本
国
籍
取
得
者
数

は
四
万
三
、
五

0
0
人
と
な
る
。
こ
の
試
算
法
を
裏
付
け
る
も
の
と

し
て
沼
田
弘
之
氏
も
「
在
日
華
僑
の
現
状
に
つ
い
て
み
る
と
、
在
日

華
僑
の
数
は
、
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、
昭
和
四
七
年
の
日
中

国
交
正
常
化
以
降
、
毎
年
お
よ
そ
一
、
五

0
0
人
が
我
が
国
に
帰
化

(36
)
 

し
て
お
り
、

華
人
化
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
表
13
は
在
日
中
国
人
の
自
然
増
も
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字

と
日
本
国
籍
取
得
数
を
対
照
し
て
み
れ
ば
、
ま
さ
に
田
中
宏
氏
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
毎
年
の
中
国
人
の
入
出
国
数
（
こ
こ
で
は
省

略
す
る
が
）
と
合
わ
せ
て
比
較
し
て
も
「
在
日
中
国
人
数
の
増
加
は

も
っ
ぱ
ら
新
規
入
国
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
け

る
自
然
増
は
帰
化
に
よ
っ
て
逆
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
玩
」。

(38
)
 

な
お
陳
正
雄
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
二
、
五
三
、
五
四
、

五
七
年
の
四
年
間
に
日
本
国
籍
を
取
得
し
た
無
国
籍
者
三

0
二
人
の

う
ち
、
八

0
％
が
中
国
人
で
あ

っ
た
。
ま
た
一
九
八
五
年
改
正
国
籍

法
の
施
行
に
よ
り
、
附
則
に
よ
る
届
出
に
よ
り
日
本
国
籍
を
取
得
し

た
未
成
年
者
は
「
帰
化
」
の
統
計
に
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
‘
一
九

九
二
年
現
在
、
中
国
人
の
日
本
国
籍
取
得
数
は
、
実
際
は
四
万
三
、

五

0
0
人
を
超
え
て
い
る
に
違

い
な
い
。

さ
て
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
重
要
な
の
は
、
在
日
中
国
人
の
日
本
国

籍
取
得
数
の
う
ち
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
旧
華
僑
が
日
本
国
籍
取
得

に
よ

っ
て
華
人
に
変
わ
っ
た
人
数
は
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
在
日
旧
華
僑
数
と
華
人
数
の
推
移
を
対
照
す
る
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表13 在日中国人の人口動態 （単位：人）

年別 登録人 出生児数 死亡者数 自然増(A)「掃化」許可数(B) (A)-(B) 

1952 42,147 18 

1953 43,778 2 

1954 43,282 5 

1955 43,865 5 

1956 43,372 

゜1957 44,710 57 

1958 44,789 200 

1959 45,255 584 200 384 238 146 

1960 45,535 595 195 400 270 130 

1961 46,326 540 192 348 201 147 

1962 47,096 552 191 361 233 128 

1963 47,827 604 210 394 421 - 27 

1964 49,174 615 203 412 617 -205 

1965 49,418 658 197 461 532 - 71 

1966 49,387 604 203 401 753 -352 

1967 49,592 705 235 470 589 -119 

1968 50,445 679 197 482 114 368 

1969 50,816 703 216 487 124 363 

1970 51,481 717 236 481 320 161 

1971 52,333 745 220 525 249 276 

1972 48,089 857 225 632 1,303 -671 

1973 46,642 758 212 546 7,338 - 6,792 

1974 47,677 765 220 545 3,026 - 2,481 

1975 48,728 628 185 443 1,641 - 1,198 

1976 47,174 667 233 434 1,323 -889 

1977 47,862 606 239 367 1,113 -746 

1978 48,528 566 243 323 1,620 -1,297 

1979 50,353 574 226 348 1,402 -1,054 

1980 52,896 580 244 336 1,620 -1,284 

1981 55,616 593 212 381 1,593 -1,212 

小 計 14,895 4,934 9,961 26,927 -16, 966 

注 田 中宏「戦後 日 本における 中国人の地位の推移」 (r紀要—地域研究 •関連諸科学編』第16号、

愛知県立大学外国語学部、 1983年）45-55頁及ぴ『人口動態統計』より作成
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こ
と
に
よ
っ
て
在
日
旧
華
僑
の
国
籍
の
変
化
の
実
態
を
浮
き
彫
り
に

す
る
こ
と
か
で
き
よ
う
。
表

7
と
表
1
3
か
ら
一
九
五
二
年
か
ら
一
九

八
四
年
現
在
ま
で
、
永
住
者
二
万
二
、
三
一
八
人
に
対
し
、
日
本
国

籍
取
得
者
数
は
確
実
に
三
万
人
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

八
0
年
代
か
ら
来
日
中
国
人
が
急
増
し
始
め
た
が
、
日
本
の
国
籍
法

第
四
条
に
よ
れ
ば

「引
き
続
き
五
年
以
上
日
本
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
」
が
帰
化
許
可
の
一
条
件
と
な
っ
て
い
る
し
、
通
常
帰
化
許
可
に

約
一
年
を
要
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
八
四
年
時
点
の
日
本
国

籍
取
得
者
は
は
と
ん
ど
旧
華
僑
に
よ
る
日
本
国
籍
取
得
だ
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
‘
八

0
年
代
な

か
ば
に
在
日
華
人
数
（
旧
華
僑
に
よ
る

日
本
国
籍
取
得
）
は
す
で
に
在
日
旧
華

僑
の
人
数
を
超
え
た
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
在
日
華
僑
社
会
の
深
刻
な
変
化
を

物
語

っ
て

い
る
。

神
戸
の
華
僑
社
会
に
つ
い
て
も
‘
永

住
者
が
全
国
一
と
い
う
特
徴
を
も
つ
に

も
か
か
わ
ら
ず
緩
慢
で
は
あ
る
が
、
同

様
の
変
化
が
う
か
が
わ
れ
る
。
表
1
4
は

回
答
者
の
国
籍

(
Q
8
4
、

Q
8
8
、

Q

97)

の
推
移
を
経
年
的
に
示
し
た
も
の

で
あ
り
‘
こ
の
一
八
年
間
に
日
本
国
籍

取
得
者
数
は
約
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。

（単位：人）

1993年（％）

182(70.8) 

52(20.2) 

23(8. 9) 

257(100.0) 

回答者の国籍の推移

1985年（％）

194(75.5) 

30 (11. 7) 

33(12.8) 

257(100.0) 

1975年（％）

209 (81.3) 

14( 5.4) 

34(13.2) 

257(100.0) 

表14

国籍

中国

日本

不明

合計

生
活
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
に
日
本
国
籍
を
取
得
す
る
者
も
い
る
の

で
、
日
本
国
籍
取
得
者
数
の
増
加
と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
容
と

を
即
座
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
神
戸
を
含
め
て
在
日

華
僑
が
華
人
へ
変
容
し
つ
つ
あ
る
趨
勢
、
ま
た
そ
の
テ
ン
ポ
が
速
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。

し
た
か

っ
て
一
九
九
二
年
現
在
、
在
日
中
国
人
に
関
し
て
い
え
ば
‘

総
数
一
九
万
五
、
三
三
四
人
の
う
ち
、
在
日
華
僑
は
五
万
四
、
五

一

八
人

（
新
華
僑
が
旧
華
僑
よ
り
や
や
多
い

）
で
あ
る
（
表

5
を
参

照
）。

そ
し
て
在
日
華
僑
の
増
加
は
も
っ
ぱ
ら
新
華
僑
に
よ

っ
て
も

た
ら
さ
れ
て
お
り
、
旧
華
僑
の
自
然
増
は
日
本
国
籍
取
得
や
国
際
結

婚
に
よ

っ
て
逆
に
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
言

い

換
え
れ
ば
華
僑
か
ら
華
人
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
現
在
、

在
日
華
人
（
「帰
化
」
に
よ
る
者
）
は
す
で
に
五
万
人
近
く
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
上
に
、
中
国
人
と
日
本
人
と
の

国
際
結
婚
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
「
混
血
」
児
数
を
加
え
て
み
よ
う
。

表
1
1
に
よ
れ
ば
一
九
六
五

I
八
九
年
ま
で
の
①
中
国
人
夫
婦
組
と
六

五
I
八
四
年
ま
で
の
②
夫
中
国
人

・
妻
日
本
人
組
を
合
わ
せ
る
と
七
、

九
〇
六
組
と
な
る
の
に
対
し
て
、
八
五

I
八
九
年
ま
で
の
②
夫
中
国

人

・
妻
日
本
人
組
二
、
二

O
六
組
と
③
妻
中
国
人

・
夫
日
本
人
組
二

万
三
、
九
三

0
組
と
の
合
計
は
二
万
六
、
一
三
六
組
で
あ
っ
た
。
仮

に
こ
れ
ら
の
夫
婦
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
子
ど
も
が
一
人
誕
生
し
た
と
す

れ
ば
日
本
国
籍
に
な
る
出
生
児
が
二
万
六
、

一
三
六
人
に
達
し
、
七
、

九
〇
六
人
の
中
国
籍
の
出
生
児
を
は
る
か
に
上
回
る
計
算
に
な
る
。
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す
な
わ
ち
「
混
血
」
児
数
（
実
際
の
数
字
は
確
認
不
可
能
）
を
加
え

る
と
、
在
日
中
国
系
人
す
な
わ
ち
中
国
系
日
本
人
（
日
本
国
籍
の
取

得
者
）
の
人
数
は
‘
す
で
に
在
日
華
僑
の
総
人
数

（新
・
旧
華
僑
）

を
超
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
在
日
新
華

僑
は
旧
華
僑
よ
り
日
本
国
籍
取
得
志
向
が
強
く
て
日
本
国
籍
取
得
ま

で
の
在
留
年
数
が
短
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か

ら
華
人
の
人
数
は
ま
す
ま
す
増
え
つ
づ
け
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

八
ま
と
め
に
か
え
て

在
日
華
僑
・
華
人
と
日
本
社
会

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
、
全
国
的
統
計
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

デ
ー
タ
を
用
い
て
在
日
華
僑

・
華
人
な
ら
び
に
華
僑
社
会
全
般
の
変

化
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
こ
で
華
僑
と
華
人
と
い
う
二
つ
の
範
疇
に

分
け
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
在
日
華
僑
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
か
で
き
た
。

m
在
日
華
僑
の
絶
対
数
は
増
加
し
て
い
る
。

②
増
加
は
、
新
華
僑
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
旧
華
僑
は

減
少
し
つ
つ
あ
る
。
旧
華
僑
の
滅
少
は
、
世
代
交
替
に
伴
う
日
本
国

籍
取
得
と
国
際
結
婚
の
増
加
、
そ
れ
に
国
際
結
婚
に
よ

っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
出
生
児
の
国
籍
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

③
旧
華
僑
は
在
日
華
人
の
方
へ
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
戦
後
、

日

本
に
定
住
し
、
居
住

・
職
業

・
婚
姻

・
娯
楽

・
交
際
関
係

・
団
体
活

動
な
ど
彼
ら
の
社
会
生
活
に
は
様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
と
り
わ

け
世
代
交
替
に
つ
れ
、
日
本
国
籍
取
得
や
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
が

増
え
つ
つ
あ
り
、
家
族

・
親
族
関
係
ま
で
日
本
人
と
密
接
に
結
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
、
華
人
化
の
テ
ン
ポ
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

④
神
戸
華
僑
に
つ
い
て
は
僑
団
‘
僑
校
の
役
割
が
大
き
く
‘
華

僑
の
相
互
関
係
及
び
地
域
社
会
と
の
関
係
が
よ
い
と
い
う
四
つ
の
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、
高
い
民
族
意
識
と
柔
軟
な
姿
勢
で
社
会

の
様
々
な
変
化
に
対
応
し
、
中
国
、
日
本
及
び
国
際
社
会
の
発
展
の

な
か
で
積
極
的
に
在
日
華
僑
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
神
戸
の
華
僑
社
会
は
、
在
日
華
僑
社
会
の
中
心
地
と
し

て
そ
の
将
来
像
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

⑤
地
域
、
個
人
の
差
が
あ
る
に
せ
よ
、
在
日
華
僑
が
華
人
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
在
日
華
僑
社
会
は
‘
い
ま
い
か
に

自
ら
の
社
会
を
再
構
築
す
る
か
と
い
う
大
き
な
転
換
期
に
直
面
し
て

い
る
。
⑥
「
新
華
僑
」
に
つ
い
て
も
華
人
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
時
代
、
社
会
の
変
化
と
共
に
在
日
華
僑
は
在
日
華
人
の
方

へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
彼
ら
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
エ
ス
ニ

ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
実
態
及
び
意
識
の
大
き
な
変
化
に
よ
っ
て
在
日
華
僑

201 



の
社
会
関
係
の
重
心
も
、
明
ら
か
に
華
僑
と
母
国
と
の
関
係
か
ら
、

華
僑
と
居
住
国
日
本
及
び
日
本
国
民
と
の
関
係
の
方
に
転
換
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
変
化
を
在
日
華
僑
の
華
人
化
の
趨
勢
と
い
う
視
点
か

ら
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

m
華
人
化
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
に
は
地
域
性
が
あ
る
。

②
日
本
国
籍
取
得
は
か
な
ら
ず
し
も
帰
属
意
識
の
変
化
に
つ
な

が
る
と
は
言
い
難
い
。
神
戸
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
旧
華
僑
か
日
本

一
と
い
う
在
日
華
僑
社
会
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
華
僑
か
ら

華
人
へ
の
変
容
過
程
は
も
っ
と
も
緩
慢
な
方
で
あ
る
と
い
え
る
。
神

戸
と
対
照
的
に
横
浜
等
の
華
僑
学
校
卒
業
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
一
九
八
九
年
）
は
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
「
近
い
将
来
、

卒
業
生
の
帰
化
人
は
七
割
か
ら
八
割
方
に
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

…
…
し
か
し
、
見
て
き
た
よ
う
に
卒
業
生
の
帰
化
の
ケ
ー
ス
は
同
化

の
完
結
形
で
は
な
く
、
そ
の
動
機
の
多
く
は
商
売

•

生
活
の
便
宜
上

(39
)
 

に
重
き
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
。
す
な
わ
ち
在
日
華

僑
社
会
全
体
に
お
け
る
華
人
化
の
テ
ン
ポ
は
、

他
地
域
に
お
い
て
は

神
戸
華
僑
よ
り
速
＜
、
変
化
も
深
刻
だ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
華
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
化
傾
向
も
示
し
て
い
る
。

③

他
国
の
華
人
に
比
べ
て
在
日
華
人
の
も
っ

と
も
大
き
な
特
徴

と
し
て
、
華
人
社
会
の
不
在
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
冒
頭
に

指
摘
し
て

お

い
た
が
、

日
本
で
は
「
華
人
」
と
い
う
言
葉
は
ま
だ

「
市
民
権
」
を
得
て
い
な
い

。
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

(
Q
3
3
)
中

国
系
日
本
人
（
華
人
）
と
呼
ば
な
い
理
由
に
つ
い
て
、

中
国
系
を
名

乗
ら
せ
な
い
雰
囲
気

（
五
四

・
九
％
）
が
断
然
高
い
の
は
‘
日
本
社

会
の
現
実
を
反
映
し
て
い
る
。
次
は
帰
化
し
た
人
が
少
な
い

（ニ

六
•

四
％
）
、
華
僑
社
会
で
わ
け
へ
だ
て
が
あ
る

(
―
ニ
・

ニ
％
）
、

そ
の
他

(
1
0
・六
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
社
会
に
は
華

人
で
あ
る
こ
と
を
名
乗
り
に
く
く
さ
せ
て
い
る
雰
囲
気
が
存
在
し
て

い
る
。
華
人
ら
が
互
い
に
交
流
し
、
生
活

・
娯
楽
団
体
や
政
治
団
体

を
作
り
、
華
人
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
は
な
お
さ
ら
難
し
い
こ
と
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
華
人
社
会
の
不
在
こ
そ
、
日
本
の
「
内
な
る

国
際
化
」
の
問
題
点
を
逆
に
表
わ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本
に
お
け
る
「
帰
化
」
は
‘
「
外
国
人
を
そ
の
民
族
性
を
保
持

し
た
ま
ま
受
け
入
れ
る
市
民
的
帰
化
で
は
な
く
、
そ
の
民
族
性
を
消

去
し
、
日
本
人
社
会
に
完
全
に
融
合
し
、
そ
の
少
数
民
族
と
し
て
の

存
在
を
隠
し
て
し
ま
う
同
化
的
帰
化
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
単
一
民

族
国
家
」
の
神
話
と
こ
う
し
た
神
話
を
可
能
に
し
て
き
た
日
本
社
会

の
「
同
質
化
」
を
求
め
る
圧
力
の
下
で
は
‘
華
人
を
含
め
、
日
本
国

籍
を
取
得
し
て
い
る
各
国
系
日
本
人
が
自
分
の
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ

と
民
族
性
を
保
持
、
表
現
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
―
つ
の
民
族
文
化
は
容
易
に
消
え
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、

本
来
こ
れ
を
強
制
的
に
喪
失
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
も
つ
在
日
華
僑
‘
さ
ら
に
は
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

も
つ
在
日
華
人
、
彼
ら
在
日
華
僑

・
華
人
の
直
面
し
て
い
る
問
題
は
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け
っ
し
て
彼
ら
自
身
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
華
僑
社
会
そ
し
て
日
本

社
会
の
明
日
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

と
す
れ
ば
、
六
八
万
余
の
在
日
韓
国

・
朝
鮮
人
の
問
題
を
ふ
く

め
て
在
日
外
国
人
の
有
り
様
は
、
日
本
自
身
の
「
内
な
る
国
際
化
」

の
有
り
様
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
問
う
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

〈付
記
〉

本
稿
は
、
安
井
三
吉
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
郭
玉
聡
先
生
、
蔵
本

聡
さ
ん
と
と
も
に
行

っ
た
共
同
研
究
の
成
果
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
調
査
か
ら
本
稿
の
ま
と
め
ま
で
、
神
戸
華
僑
総
会
、

神
戸
中
華
同
文
学
校
、
神
戸
中
華
同
文
学
校
校
友
会
を
は
じ
め
、
王

柏
林
先
生
、
呉
健
行
先
生
、
祭
勝
昌
先
生
、
祭
宗
傑
先
生
、
保
直
美

先
生
、
石
嘉
成
先
生
、
曽
健
卿
先
生
‘
曽
徳
深
先
生
、
陳
錦
蓮
先
生
、

陳
徳
仁
先
生
、
陳
正
雄
先
生
、
杜
国
輝
先
生
、
李
萬
之
先
生
、
林
同

春
先
生
（
五
十
音
順
）
、
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
数
多
く
の
華
僑

・
華
人
の
み
な
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご
指
導
、

ご
配
慮
と
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
長
谷
川
善
計
先
生
を
始
め
と
す

る
社
会
学
研
究
室
の
諸
先
生
方
と
大
学
院
生
の
皆
さ
ん
及
び
神
戸
華

僑
華
人
研
究
会
の
先
生
方
か
ら
も
日
頃
、
直
接
に
多
く
の
ご
教
示
を

い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い

。

(1
)

外
国
に
定
住
し
て
い
る
中
国
国
籍
保
持
者
。

(2
)

居
住
国
の
国
籍
を
有
す
る
中
国
出
自
の
者
。

(3
)

肖
永
堅

「戦
後
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
華
僑
の
帰
化
政
策
及
ぴ

そ
の
影
響
」（
郭
梁
編

r
戦
後
海
外
華
人
に
お
け
る
変
化
』
国
際
シ
ン

ボ
ジ
ウ
ム
論
文
集
、
中
国
華
僑
出
版
公
司
、
一
九
九

0
年
、
一
四
二

頁
）。

(4
)

拙
稿
①

「
在
日
華
俊
に
お
け
る
婚
姻
の
変
遷

_

_

 
＇
婚
姻
観
及
ぴ
配

偶
者
の
選
択
を
中
心
と
し
て
」（『
社
会
学
雑
誌
」
第
八
号
、
神
戸
大
学

社
会
学
研
究
会
、

一
九
九

一
年
）゚

②

「在
日
華
僑

の
婚
姻
儀
礼

l

結
婚
に
お
け
る
慣
習
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」
(
r
社
会
学
雑
誌
』
第

九
号
、
神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会
‘

一
九
九
二
年
）゚

③

「在
日
華
僑

華
人
の
婚
姻
と
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
」
(
r
落
地
生
根
』
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

（〔
米
〕
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
パ
ー
ク
リ
ー
校
主
催
）、

一
九
九
二
年

―一

月
）。

(
5
)

安
井
三
吉
ほ
か

r
国
際
化
時
代
と
神
戸
の
華
僑

・
華
人
ー
|
_
「
神
戸

華
僑
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
」
報
告

（統
計
）』
、
文
部
省

一
九
九

二
年
度
特
定
研
究
調
査
報
告
書
。
な
お
本
稿
に
特
に
注
記
し
た
も
の
以

外
の
資
料
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
に
よ
っ
て
得
た
デ
ー
タ
で
あ
る
。

(6
)

財
団
法
人
入
管
協
会
『
在
留
外
国
人
統
計

（平
成
五
年
版
）
』
一

九

九
三
年
一

0
月
。

(7
)

「永
住
者
」
と

「定
住
者
」
の
区
別
は

「本
邦
に
在
留
中
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
活
動
の
制
限
が
な
い
こ
と
及
び
法
務
大
臣
が
認
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
共
通
す
る
が
、

r
永
住
者
」
の
在
留
資
格
を
も

っ
て
在
留
す
る
外
国
人
は
無
期
限
に
本
邦
に
在
留
で
き
る
の
に
対
し
て
、

r
定
住
者
』
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
は

一
定
の
在
留

期
間
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
異
な
る

」
（坂
中
英
徳

•

高
宅
茂
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『改
正
入
管
法
の
解
説

I

新
し
い
出
入
国
管
理
制
度
』
日
本
加
除

出
版
、

一
九
九

0
年‘

―
四
八
頁
）
。
た
だ
し
、

「無
期
限
に
在
留
で
き

る
」
と
い

っ
て
も
、
単
純
出
国
に
よ
り
在
留
資
格
は
自
動
的
に
消
滅
す

る
し
、
退
去
強
制
事
由
も
あ
り
、
そ
の
点
が
国
民
と
し
て
の
居
住
権
と

違
7
外
国
人
の
在
留
権
で
あ
る
。

(8
)

最
近
、
外
国
人
登
録
制
度
の
指
紋
に
関
す
る
政
令
が
改
正
さ
れ
、

「外
国
人
登
録
法
の

一
部
改
正
法
」

(
-
九
九
三
年

一
月
八
日
よ
り
施

行
）
に
よ
る
と
、
永
住
者
及
び
特
別
永
住
者
に
対
し
、
指
紋
押
捺
制
度

を
廃
止
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
日
本
長
期
滞
在
者

（三
ヵ
月
以
上
）
は
な
お
指
紋
押
捺
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る

（法
務
入

国
管
理
局

『出
入
国
管
理
|
|＇
国
際
化
時
代
へ
の
新
た
な
対
応

（平

成
四
年
版
）
』
大
蔵
省
印
刷
局
、

一
九
九
三
年
を
参
照
）。

(
9)

坂
中
英
徳
•
高
宅
茂
、
前
掲
書
、

三
八
頁

。

(10
)

内
田
直
作

『
日
本
華
億
社
会
の
研
究
』
同
文
館
、

一
九
四
九
年
、

三

六
八
頁
。

(11)

李
寓
之
「
神
戸
華
僑
社
会
の
変
化
に
つ
い
て
|
|
＇
半
世
紀
来
を
顧
み

て
」（
神
戸
華
僑

（華
人
）
研
究
会
第
三
回
記
念
講
演
、
一
九
九

0
年

六
月
二
三
日
）。

(12
)

「華
僑
関
係
団
体
名
簿
」（
神
戸
新
聞
社

『素
顔
の
華
僑

ー
ー
4
辿
境

に
耐
え
る
力
』
人
文
書
院
‘

一
九
八
七
年
、

二
五
ニ

ー
ニ
五
九
頁
）。

(13)

李
萬
之
前
掲
、
四
頁
。

(14
)

荘
善
裕

「
中
国
の
華
僑
教
育
に
つ
い
て
の
分
析
」（
神
戸
華
僑
華
人

研
究
会
に
お
け
る
学
術
講
演
‘

一
九
九
二
年
七
月

一
五
日
）。

(15)

神
戸
中
華
同
文
学
校

『一

九
九
二
年
度
学
校
要
覧
』
一

頁
。

(16
)

荘
善
裕
前
掲
‘

一
頁
。

(17
)

王
柏
林

「神
戸
の
華
僑
社
会
と
神
戸
中
華
同
文
学
校
に
つ
い
て
」

(
r
校
友
会
報
』
第
三
号
、
神
戸
中
華
同
文
学
校
校
友
会
、

年、

三
三
頁
）。

(18)

「
一
条
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
第
一
条

〔学
校
の
範
囲
〕
の
認
可

校
で
、
小

•

中
・
高
等
学
校

・

大
学
及
ぴ
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護

学
校
·
幼
稚
園
等
で
、
い
わ
ゆ
ゐ
六
•

三
・

三

•
四
制
の
学
校
体
系
を

指
す
。

(19
)

李
萬
之
前
掲
。

(20)

李
高
之
前
掲
゜

(21
)

王
柏
林
前
掲
‘

三
一

頁
。

(22
)

安
井
三
吉

「神
戸
の
中
国
人
社
会
と
僑
校
」
（
復
旦
大
学
に
お
け
る

学
術
報
告
原
稿
、
一
九
九
三
年

―一

月
二
日
）。

(23
)

王
柏
林
前
掲

三
一

頁
。

(24
)

王
柏
林
、

「神
戸
中
華
同
文
学
校
と
神
戸
の
華
僑
社
会
に
つ

い
て
」

（神
戸
華
僑

（華
人
）
研
究
会
に
お
け
る
発
表
、

一
九
八
八
年
九
月

一

七
日
）
。

(25)

王
柏
林
前
掲

（注
17
)、
三
三
頁
。

(26
)

エ
リ
ク
ソ
ン
｀
〔小
此
木
啓
吾
訳
〕
『
「
自
我
同
一
性
」
ア
イ
デ

ン
テ

ィ
テ
ィ
と
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
』
誠
信
書
房
、
一
九
八
三
年、

一
三
一

頁
。

(27)

エ
リ
ク
ソ
ン
、
前
掲
書
、

一
―
二
頁
。

(28
)

エ
リ
ク
ソ
ン
‘
〔岩
瀬
戸
庸
理
訳
〕
、
『
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
|
|
＇
青

年
と
危
機
』
金
沢
文
庫
‘

一
九
八
九
年
、
二
六
頁
。

(29
)

エ
リ
ク
ソ
ン
、
前
掲
書

（注

26)
、
一

―
三
頁
。

(30
)

マ
ー
ト
ン
、

〔森
東
吾
ほ
か
訳
〕

『社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
み
す
ず

書
房
、

一
九
六
二
年‘

ニ―

九
ー
ニ
ニ

0
頁
。

(31
)

マ
ー
ト
ン
、
前
掲
書
、
二
五
七
頁
。

(32
)

呉
健
行

「
私
の
中
の
中
国
、
私
の
中
の
日
本
」
（
神
戸
華
僑

（華
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人
）
研
究
会
第
四
回
記
念
講
演
、
一
九
九
一
年
六
月
二
二
日
）
。

(33
)

N
・
グ
ー
レ

ー
ザ

II
D
.
P
・
モ
イ
ニ
ハ

ン
、
〔
内
山
秀
夫
訳
〕

『民
族
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
三
嶺
書
房
、
一
九
八
四
年
、

ニ
ニ
九

頁
。

(34)

戴
国
憚

r
華
僑
ー
「
落
葉
帰
根
」
か
ら
「
落
地
生
根
」
へ
の
苦
悶

と
矛
盾
』
研
文
出
版
‘
一
九
八
五
年
、
―
ニ
ニ
頁
。

(35

拙
稿
、
前
掲
（
注
4
)
を
参
照
。

(36
)

沼
田
弘
之
「
在
日
華
僑
の
歴
史
と
現
状
」
(
r
公
安
情
報
』
第
四
四
六

集
、
一
九
九

0
年
―
一
月
、
五
〇
ー
五
一
頁
）
。

(37
)

田
中
宏

「戦
後
日
本
に
お
け
る
中
国
人
の
地
位
の
推
移
」
（
『紀
要

—
地
域
研
究

•

関
連
諸
科
学
編
』
第
一
六
号
、
愛
知
県
立
大
学
外

国
語
学
部
、

一
九
八
三
年
、
五
六
頁
）
。

(38
)

陳
正
雄
「
統
計
か
ら
見
た
在
日
中
国
人
」
(
r
社
会
学
雑
誌
』
第
七
号
、

神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会
‘
一
九
九

0
年
、
五
八
頁
）
。

(39
)

杜
国
輝
『
多
文
化
社
会
へ
の
華
僑

・
華
人
の
対
応
1

日
本
・
台

湾
に
お
け
る
華
僑
学
校
卒
業
生
の
動
向
分
析
」
ト
ヨ
タ
財
団
研
究
助
成

報
告
書
‘

l

九
九

一
年
、
ー
ニ
五
頁
。

(40
)

滝
田
祥
子
「
r
単
一
民
族
国
家
」
神
話
の
脱
神
話
化
」
（
梶
田
孝
道
編

r
国
際
社
会
学
国
家
を
超
え
る
現
象
を
ど
う
と
ら
え
る
か
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
三

0
三
頁
）
。
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